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1.緒言 Foreword

i手，I;:jj¥i¥1日¥(i，北ifuj立'1';';i;J二川111]"と沌の 1'.1I1Jとの上Ji'WI己

似合な Lている，沌の上高地 (iiIl抜向 900-1200m)の

一郎にあって， 1司鉄::Cj;jt本線上，IA!.訳のjヒ々附が)4.5 km 

(1((線距離)， 卜~J¥ 1 ¥11 Jから沌の日1Jに宇4る道近 28号線のiJ

r:j峠(海抜高890m)の南西約2km(11'(線即断)に付i汗

している。

地質学的にムると料， if，J;:jjlal原付近は， Iムく附1=.;.[(山

引におおわれ， I有にwめてゆるく傾斜するd位以lは800-
950mのヂ引面を民間している。この交山れは，第三紀

IIJ'¥:I¥のものであるが， t見f正の、JLJ-111白iが1!'-(ちiニそのまま本

来の俗f~}流iJi)J[直iであったとは考えられない。L!J' L， I'li 

}jのオタツニタイオ"'7";プ川を ~Ií てて， iflitb:r日:j1250 m 

の，やや!日3いが "1λ担な尾悦が残っており，ニれはl'lj~t よ

り南東tこ緩傾した熔 fl~[íûの佼蝕された~向であるように

忠われる。

ニのようなrt!JJ也熔山流動出の1也、triJ自に水が十日目する

とき，池i唐のJf.jl災やihi¥lffiの発注がiMJ丘される秒11は， ~tdlJ: 

本 北海1i:大学段学郎h白物生態学分史ii学/i)[究室業総第 1月

立において11，i手jl;，lj ~!I~J~J( のふなら寸\~J}élJIj11;点IIJ)阪で

dFi抜!日:j850 m 以上にある IHr主的 i~!~Jtî~，ピヤシリ IJ;.!H;';i;の

dIitb: r~!j 900-940 m 付近のピヤシリ ì{~iiri¥ I日t 大':lcjill決の

れの)¥i(Mhi( (if丘tb: r:~j約 1430m) ， 縦山Ilrl'!.j}jの縦rJNylを

'1'心とする泌tb:r:eJj 700 m 以1:の i!I~ j;J(洲lì{~なとに人られ

る。，立外iこfゴL、ても八Ip川山j口'jlll沼il品原をはじめ，東北

j也 }jにえられる j日:jJ也 i!nU~î( の大 I，'~H 加工，熔~/:流動u'Ii{l¥;jllj;';1; 

i:i} ;J，によるものとJ5-えられてh"1) ，このよう々タイプの

ihi¥1日〈の数多い存在は，火1I1の多いオ功、Irilのj也氏"[:的特徴

の， hfl ノLへの!ぷII~の・つとして j){える J二とがで~る。

1手，1;，'jiMh;((i，iiIltb:r'，":j 865.5-870 mの、jl.J!1乃t級傾斜

IkjJ'.に完達している。このiiri¥lli(1人lには， )~'J、あわぜが) 70 

コの池j早fが分イ)Jしており，そのうちいくつかの池清には

"，hゆる“j手jl!i"がふられることから， 111くβ、ら“j手

，¥;，lj')の名の卜に女|巾れていた。 以前iこはでどT凶が比較的小

似!なために訪れる人も少々く，主fこh(i物li下fふ '1:一態'f・(J(J

，~c/iW;t もなされていなかった。

.i[t{干，人1Itl'Li，fiや戸(!Kのj住民ι(1い， 1ι11人!外乙おげる

3 まざまな 'IJ~系のフィーノレドカ~こU必二 11iL りJ 全失ないつ

Contribution from the Laboratory of Plant Ecology and Taxonomy. No. 1. 

Contribution from J lBP-CT No. 7:¥ 凶際牛物学事業計 1，IliCT 部門業総第73:.-j 

料地n学および地形学的記述;工，北大.f1!!学部j也氏学教室ii川俊j、教J乏の1111教jJ、乙ょった。心しこi策調卜j-るO
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つあり，それと共に人為t;~悼の附加速度が将しく大きく

なって米つつある。それゆえ， '1:.態系の I~í( 1¥')保刊の意味

でのl'i然i札泊主，今11の'I:JLS'字化にとって必要な{刊持で

ある(十れとも， l ， iJII!j に Jtí(J~).\二つL 、ての尖日IEIYJ研究資1'=1 の

集約も必須のμ果胞の・っとある。

これ迄11，交通の不(~主さがJヰl って、ド L て， 1浮了子引一'，1川i

l'什'[然h柏[白lγ/生七のJ持与あ統'tCω泊がq則り別l行刊Jl¥山¥U米〈と:fたこのであつたカが、， 交通網の'Jじ

úi1iや交通機I~Iの経連l 工、 k う v\うくぶìi，~ I~j( にも人為民王子~;~

(iJl!1材)の介入念容易にしてjぐた。例えば，多人数による

時4えつけ守i;~~は，それに jiiJi.皮に ÍI刈io，'<;tc ìh~l~j{ hr'í.物の ~~jl点や

湿原hri'七の:変容な砕くばかりでたく、?-，1: ~ jそのもののI政

l史をもたらし記にW.f:誌な， hl¥物の恥11:11現象を生んで

し、る。

1'.述の制}，tf，から，ヘF:!iらは， :Itiíリ 1立の r'，~jJ也 il!~Jtj(の hr' i物

ltí i'7; 't二態'干1ドJliW先の段初jの研究Jil!として j手，1: ，lji!!~JtJ{ をJ'if1'ぶ

した。 +:Ii)fヲピの内容は1咋i客分mと]球威iHlJ'AE，;J!，j伐の 2つiニ
大日1)されるが， lìíî おはícÍi: li のための)，~fiJj';となる。 1計昨 j治品ι，J

f紅Eについてlは工， 19671j8JJと19同年 9}] 1こ行たったの

で，その払~i !~~ ~(ここにr，IH'd- る次第である。

II. 調査法と群落命名

Methods and Nomenclature 

ih~阪のミズゴケlir/会と，点字本 iih'併以外の刈等 hri t7Diih'併

については， }j)f;1豆il、iニ上り， .ft材料rh'会についてはイi;状
|乏il、によりitri'高記載を行なった。

}jJ移民の1両政は，対象lj干潟の大いさに準じて， )凶，((の

l而ftl(0，25 m2より絞大 1.0m司会決めた。

ff，J司合 standにおいては、 解析的|生'fIr1'， 十坐占度と

m度合記録した。
ÆÍ1~十;p洋諸については，対象1iíi'存iニ比;じて， 'li;つりょ|天の l自i

fi1~と決めたが ， ，n~;i)~区の帖iは， 5mにー';i'Lた。調fi

stand においては， ;j~;j，1tií.物については， 1立)r'，4j2m 以トー

のものについてその樹j;ふ胸I均[(r任をilll];どし l'iJII如ニ，li;

状|亙内における，J，'，lfi:枯i純の{立II立生記録した後各倒的毎に

制冠の子l自i投影と制官5の側面記録を行なって，その結民

生l当lで示した。林床hi(物については，JiY状|豆を !5X5)m2 

の}j形|正にうよ¥1;1]L，各)j 11;1;( I}~ の:\\.fJ~純物について，附

hvjのl記録と，催11.1皮， j何度を測定した。

jt(i'品分'fHおよびlt(係命名において， LI工しば1::)).11とな

1) ドLAHAULT，Ch， u， SCHROTER， C. 1910， 5， 24. 

2) ])U RIETZ， E. 19~)2 ， S. 313 

3) BRAU;¥i-BLAQlJET， J. 1964. S. 122 
4) J)u RIETZ， E. 19:)6. p. 5H4 

5) 孔100RE，J J. 1962. p. 769 
6) HANSON， H. C. 1958. p. 107-116. 

るのは，その基本単(\I に I~lする問題である。

J')i.UJi(1為生態学でちくの研究liが拠!折としている)，川、

単牝は， lii集 (Association)と， ケーつの単位，九日門;

(Sociation)とである。

JiiJ来については，1910 "1'-Brusselsでのお :1同Ilil際hll

物ザゴミ，;義において司 “ Jぶの的傾組成， 一様な¥'0也条i'I

および均・な州側よりなるhli物む会"(FLAHAULT及ひ

SCHROTHERl))とされた。 IIiJじ!日品Jrf1tは， f)u RIETZ 

(19:32)2)によれば“宇つまたはそれ以 l~の優ji'( 集 (conso­

ciation)に[1[:.1<:する1ふとLた余i'，'Ili'(治 (phytocoenose)

である。このm協においては， うじの手下町泊、ら Jなるト，;'1(1
11111:にはっきりしたJt(治学的fJl泣けで!山¥I[)されている。

… j画。IW'(集は，純一々の悩IljH(~をもった異質の険似合体

であって，桜山Mな場合には， 1i(集内のさま主主な[部分に

おいて全く異なる附の1r~合体であることさえある"と述

べP ただ-}/，\の f\1 l.Sや~(で代表される憾計集の附的I見和 i刊

さと'JTItIJ司した。 ゾj，BRAUN-BLANQUET (1964)3)は，

FLAHAULTや SCHRるTERのm集や， Du RIETZの
峰山的州市のli'iっこに対し!I!l合度概念:に抜づく，日Ijfi.'~の

1iI丸一定誌をとドLた。似の政相rl阪の“Pflanzensoziologie'町

によれば“lt円、は lベ5JIJしうる蚊小iii(ιでなく"， lii賞、
tニIJ:“少々 くともり:徴千五 (Kennart)，識日IJf市 (Trennart)

およびrfi裂なli.iliH険 (Begleiter)による-';i'のや，Ti的結合

ヵ、なけれi工ならぬ"。

1ifl各市(j'/:， 刻、に1:下集使用に閲する， Du RIETZの

1930 "ド代の勿力にも拘わらず， IE，]際的にノj¥1狛綿々の/J

q年内容をもったiiI/客単位財11!?‘'f，I:長"が肘いられてい
る。 それらには， L沈iこ DuRIETZ (1936)4)の111J尚した

DE VRIESや LIpPMAAらの用いた Association概，乞

の3耳目性のふたらす，上述の三つの';i'Aに各々;;J;される

ような，あるいは， jld制や~U，riIW もしくは生育地，ある

いは，純鋲併1;見なとに広づく紙、合判断によるもの，優占

HL常在傾，またれ11徴純，品目1)続〉などのとれか一つ， -' 

つに拠るもの，あるいはそれらの綜合判断によって決め

られたものなど，研究Aニよって異なった Association

がなられる。)，b-l卜単位iこ|主iして， BRAUN-BLANQUET 

γ派の Association合もって寸るという考えみがある

. )j，必らずしもそれに対してf'i成金ノ]、さなL、主張も依

然存イじする5).6)。
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I軒f集に対し、J一1法)

H相l対[的内1均句'f民'iY什'1によつて決めFらコ}れ1る7叩)"ニと. L力、も法Wf

IjS;主催[r;係 iこより fためられるとし、う/，(において、 lfr 耳~;二

J大らhtこようなtLMや)1出!日 1--の出市L:主少 J汁L、。 しかし，

Du RIETZ (19:¥2)の Sociation ，をもって !r(i'名の)，~~':ij1.

(:，:とする考え)ji二対しては‘ AssocIationのl結合とl，iJ十本

必らずLも全体的な」致をみていない。

ltU品分煩i単位として Associationと Sociationの険

制主t~Iについては . rcEに WHITTAKER(1902)8)が余す
iviなくJ出向している。 SociationI工informalな形式内

容の，1&にli1'1存分知H'f:の批判iに|耐え('J，'n、中(守であると

しても，催占附iこj去っく )<1)、il、l土、 jtfi'九のj((k~n!Jjl': jJji; こ

とって， II~j i二1ti'1ミd、III出よりもれ利であるに また， field 

workにとって， )，Utf司、11，nl'i物Jt(i'長の創11;';1;をjl!，(fJI(する

ための/1¥)e，l，JJ、でなければたら山とする DOMIN引の主張

;工受(十容れらるべきfllliill'(，をもっている。

Wf 立、と)，~1tf昔、とに Wj L，以上述べたよう/な1if史的背Jl

のi1!'fiJ!(のもとに、:，j，:械では， 1th'品分煩利'Iの基本単位と

L て!tr耳~~j采J-IH た。Jr( 1集合の下位単{主と L て， :JHf集合

11;1)倣ったのこれはl正しくは， m集(附休あるいはjt下司;制i
J:というべきであんうが，'ji)甘1-.の取り以いやlt下決担
保の容易さという}，¥i，

した。

1tfi;品名の命名については， 19日午の BACHら10)の

従来に Lたがった。

IlI. 調査地概況

Physical outline of the area investigated 

{~J.，l: ，tj ~~!~ J}í~ は， 2+~ 1 Jfi:で述べた上う iこラぬの I-_I::j地，dli 

J:k H村5 ，5~87()m の、|λ Ji1 Jうや:片11自iするかミj、Ilhi1-_ iこ発1圭し

ている。~，:ìMllÍ~は， J也11-;的に北京にある北のi!jピーク

(94(ì.2m) と北 IILjにある 885m ピークとのIi~の鞍却に民

11 

¥¥¥」

1011 
a 

~o 

一一~~主主

200 
s 

対11)m

Fig. 1. Ukijima Mire. 

7) Du RIETZ， E. 1932. S. 307. 

8) WHITT AKER， R. H. 1962. p. 148. 
9) DOMIN， K. 19:.11. p. 81 

10) BACH， R.巴tal. 1962. S. :iOl-308. 

本 :J，qi 集:~ L :土 L: ょ“ J~(+: i'J(;尖有二"ijJ.(、?と J、JJ[主れるが， この場合，“H体的"--])u RJETZのL、う“concrete"
ーとi工“lessabstract" と WI' すべき'で，文;こJ→ j迫 1) に解釈すべきご江 L さあろう。(鈴木 H年)~ 1959. p. :¥27参照)
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Fig. 2. Some type of ponds found in the area investigated 

A: A pond with profoundly curved shore line and 2 floating islets in the 

pond. B: A pond with less profoundly curved shore line and one isolated 

islet in the pond. C: A pond with nearly entire shore line. 
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|出しており、この似!ポ|人J~j泊J泊する流動ノ'J， '1最後h二集ま

って、ポンノレベシベ川のilJiliMとJなるのである。 Mllj()，';Jjll 

i;i;:土.アカエゾ 7 ツ金主と Lて、 タケカンノ文化ir~ じえる

tl過ü.~~林;で、それに州まれた~\ì~l~í( (;i~は.下ig. 1 i二人る

ように概1[';〆、:伏1::'~I~:-して L、る。 . .j，: M Ilj( (J:上主任約(，50

m， J:0JH!) 450 mで， lilit!WJ 14.8 haである。

iWlj~IJヲ/出には日正述の上うに， 大小~!)70コ1I)の池山が

散在L， たきいi也iQfでは長f王手')40m， Jd日~} 10 m， ;)， 

i東1<3mに及ぶが， ，)、-，:" 、 illiì~lf-C'土長hii王 JI，: 1 m liijj乏

で，水深も 20cmf'，!度に浅く f正る。池il，lfのIf;状も多係で

あって，ほi工1'1Jl手のもの泊、らJ'f:II;にやる;ζ変化ヵ、あ 1)、

またj麿J~~の l:J lilli の少たいもの (Fig. 2 B Jゴよひ Fig.2C)，

I;ßI!ll\こ'凶みヒトデ状に突I~ぐともつもの (Fig. :2 A) ，'(と

がある。少数の池法は，いわゆる“J引;j"~をもっている

(Fig.2A)。 また浮日パ二七ら J¥ 池泌'1'，こ“11'，1:，1;" ((も

つものもある (Fig.2B)。 これら池il，lfの外， 1111，注文の;)，出

1) ヤ~'liめて小さ\，'i長;)，illi/J通あ 1)、/i:l;分的iニl土，IJリトの支

出1:12)にしはu主人られるように司 これらの本;f({I)ペコ，[、
池消が等!っJ械に必JLて、Ii.行 l{j、(1自Iiニu'(flji iこ円以りする司

“alignment arrangemεnt"ヵ、MfMさhる。

池j宥における池消;)，の rpH!iIlIは 4.4-4.8で4出版1'1合

小 Lた。，J，'，Jj可'11!i'， 1967イI8 ) J :3 11 の ;Jq~~ 1 m以卜0)池山

での l<}I;l't/J(tfII¥. ~工， 'iliii' l'十1(11，';イペ，¥iI"l23-250Cで， 20-

22'C， '1後いと11，';25-280C で 21__~20C ~づI、 U.こが， lriJ.: 

/)q采20cmのような浅L、小池ilifでは'，tilll¥.25uCのとき

M，"<j:/j(iI"U1270C合小した13)。

{ÎJf'J'éならびに ~I~交の(泣!'I"C 1: 、本社1~ lJjV(次の上うに|足分

した (Fig.1参jl/:t)。

1) 東突出 (E): ii似!H~品d山ω)件保!片引j江L の L東i巨ミむ|片出十何j}んH川J刈一il向"川IサlのU拡ム伝，{I仇;計i

u凶当駅カかミらの1銃;王:山『路名は， この ;'~H分の IH~;ll江終っている。

2) '1'央部(じ): liii [，との抗界は， 1十J北からが林か.iJJ

って， {!\~似合 j火'}i'そしている[日;分合もってし， i灸!AするIJLj

i良部との境保は， lagg I:iこ沿って発注しているヨシjt(

¥Uどもってした。，¥，央郊の北日iriríî~は，ぬの \-.111 r!\\ljからの

登山道路の終端となる。この川

3れた。

(1) 北部平J:LU;15(Cni: 867.5 m のそ:)~i'~j線より北M

の(ま i 王、 Ii. JII なì';i~分。

(υ2)1 十何J低傾¥;1、持L市liい"川

M戸こ何傾[ηj料;:司、lしている"川山白1刊1部;7分1'0

:3) 同製品 (W): ヨシ 1t内〈ぐと J-r~;二， そのIJIjI十4i';ij， 伐

1)令部のiii~分。 全体、ドJl I-I{~i.lh て i左く内 IH 土ÎI('j ，こ傾斜 L

ている。 i也if!庁の{f::(I"はIIIf苧お1"r;v，:Lくたい。

lV. 植物群落

Plant communities 

A. 水生植物群落 H ydrophyte communities 

1 沈水植物群落 Submerged plant communities 

Ua.tJ'((t:!/.t).'.jHWIJII/IJI caff" IJI群集
1:a.tl'a(:ho'~Jì(WI/I.刊111 C(J，fJI.(11I a器ociation

{'I-，I; ，lj(lI~Jtj( ，こじ(十る沈ノド hl'1物 lr({会 i こは司 F!alrachωρ円ーー

川川11 日 19/1l/l (ROTH) AG. lt"f保力、認められる。本j¥け;

ιついては司催)liflHj-jatracho，¥jJenJlUJll日間lIlJl~ど IIZめ

たiよ外‘(山iニ I'::j~~~/j(ノ1'.¥11'!物はλら才lなヵ、った。本 f，!i?dこ

t.i¥，、てl土、 '!'iiUド}，ニ[;， 'z'aguJllの九よりなる β."l'agulJl 

itr集の(ftトイピ，;O:R-rるにとどめておく。本符il1i也il#;j('I'

でIi'(身、t11 J{;合さ1J"-i!1氏却でノU，Iiしている。

2 浮葉植物群落 Floating.leaf communities 

エゾヒツジグサ群集とフトヒルムシロ群集

Nymphaeetum tetragonae and 
1-'0t((1IHIσeto/l. f".I/f'.l"i， association 
MJli('I'のj山政作l物it(i長11，池iF，!fの水深の変化に見、ιて
その1¥¥駄に交代変化が人られるニとは， USVALDI4)，れ

11115)， TANSLEyI6)， ~i{)J ら 17) などがIiJl~"i L，述べてい

るとニらであるが， {}_，I: ，lji!H~ l>J( の Jg{fも全く I ， ;J じである。

本 i!I~Jlí(に fバ、ては池法の水深が比較的深いとニろ，概ね

1.5m 点、ら:-lOcmの;UlWMでは， エゾヒツジグサjt千集がみ

られちそれよりi長い純I)¥jでは， Il:i'，こエゾヒツジクサ合工大

るよともあるが， フトヒノレムシロj¥(集が発J主する。

エゾヒツジクサUf後のた速する池ifttは， i手，l;:i~~l~ )~~のJ.~j

ii， l:::j i'，~li iJ~l;í( IMoss vegetation) '1'の11栄hytの池消で

あるが， フトヒノレムシロ U下集は laggの影響を受けて

おり，泊I:I'VKltの池i庇にふられる。後おのj也Wfではパis

j辺1立&ι」おUiJ川I
上う iにニなる。

11) J且川営林同和i 仁川事業[叉事業|省第 6 柴 (5 ，000 分の l 紛)~) iこ必っく。

1:2) 173氏関!註参照。

13) J!!¥I投51境i二ついては，第 2織にHt;片のf':iEてJわるつ
14i USV ALD， H. 1923. S. 242-243 u. 280. 

15) :i'，'FII悦1i 1941 a. 30-31 ょ'~

16) TANSLEY， A. (j. 1953. p. fiO:-l. 

17) ，江)J115: '.・{也 1954.:395 1'~ 
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Table 1. The Nymphaeetum tetragonae and the p，οtamogetollρ-yeri association 

Association Nymphaeetum tetragonae P. fryeri assoc. 

Sociation 入 tetragona P. jiyeri 

Stand numher 1 4 5 7 10 11 9 H l:l ワ

Site Cn Cn Cn Cn Cn Cn Cs Cs Cs Cs Cs Cn 

Quadrat number “ ι〉

Number of species 1 l 

Water depth (cm) 90 80 

Character species of 
N. tetragonae 

Aら'II/thaeatetragona var. 
2 5 5 tetragοna本

Character "sp@eacsiseos co. f 
P. jヨ'1/1ヲ

I勺talllogetonfryeri 

Other elements 

Carex lilllο.5a 

Care.T lIliddendorffil 

* incl. var. elythrostigl!latica Ko. ITO 

u己21tf集はそれぞれI，.J稀のぷltH仁ーよりなるエゾヒツ
ジグサA¥llf集および7 トヒノレムシロ応1t1集である。これ

ら各本Irf集の稀:%HIU.えを去がすれば， Table 1のように

+-~ 
I，-k屯)0 

B. 高層湿原植生 Mossvegetation 

3. ヤチスゲ群集 CctJ噌，'};liJlws({. association: 

Caricetum limosae MIYAWAKI et al. 1967. 

/¥，: ltI務の成¥'，には三た通りの稀類がある。 1つは比較

的大きな池1庶の凶作から，ヤチスゲは阪芸ーを仁¥，心方向に

拡張していって，事事水面 i寸こヤチスゲ純計落合形成する

場合である。ニのときヤチスケ'O)H~系!日3は水面上iニj手い

ているだけであって，i也氏と全くJiZ触していない。観察

した例では，恨系肘下から池1底迄，最大70cmもの日Eり

があった。今 lつは，小池i唐や水i留り一以下一括して

poolと体する に発達している場合で， ニのとき水深

は最大 20-10cmが首通で， ~也氏に掠触しì1{生組をも

たない (Table2 Stand No. 109および 111参!問。

このように全く純粋にヤチスゲi1Hー簡のみよりなるj'{
栄長性のlfiも単純な1tf濯に対Lて'T-ff:協ら18)はヤチスゲitl
f長 (Caricetumlimosae)なる名を与えた。

18) 'u¥'I協 j¥行・他 1967.5頁及び Tab.2.

19) KNAPP， R. 1948. S. 42， u. Abb. 11 

20) SJOERS， H. et a1. 1965. p. 186-187. 

21) TANSLEY， A. (~. Oper. cit. p. 715. 

22) OSV ALD， H. Oper. cit. S. 205-207. 

23) i;¥I協 IILJ・)燐)11 今市立 1%8. Ta h. :1. 

4 

1 

80 

4 

5 G 7 H 9 10 11 12 

1 1 l l 1 ‘J 2 

45 30 70 55 50 40 35 35 

5 4 】')  

1 1 2 3 4 5 

十

+ 

ヤチスゲ昨集は次に述べるホロムイソウ←ミカヅキグ

サ1作集と共に， 1手。I;~j I~五回ì~訓示の hollow あるいは de­

pressionと占める典型!的植物lt下落で，水深がより深い}j

にヤチスゲ群集が，より浅い方にホロムイソウーミカヅ

キグサ11'(集というように，環涜勾配に応じてlt'{t存が交代

する。 KNAPp19)や SJOERS20)らの坑i?から比較判断す

るとき，ヤチスゲのはっきりした群沼形成は，北方ある

いは高地のような寒冷地帯で明確になるようである。-

)J TANSLEYに上れば， ヤチスゲはアイノレランドの

blanket bogでは Rhynchosporetumalbae ，¥，の浅い

凹地に比較的疎生するにすぎない21)という。浮，I;:ii湿原で

は既述のとおり，単純群落を形成している。このタイプ

のヤチスゲltl1長は先に述べた会沖島市JケIlrEl:I代山周辺から

の Caricetumlimosae MIY A W AKI et al. 1967とl司仁

であるが，時に他稀ーも混じえることがある。 OSVALD221

の仁 lilllosaAssocではミズガシワが上限に生ずる場合

が多い。尾瀬ケ)尽からのCaricetumlimosae MIY A W AKI 

196823)は，駒ヶ lfrのものより幾分他W¥の混在がめだって

いる。浮r~j~!f~原では，ヤチスゲ1il集は 2 つの基対集より

なる。 1つはヤ子スゲ)左右1集で，ヤチスゲのみからな 1)
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Table 2. The Caricetum limosae 

Association Caricetum !imosae 

Sociation C01・exlilllosa Carl!x lunosa-Eriocauloll 
sachalinense 

109 111 86 86 304 302 303 

Cn Cn w W E E E 

13 14 15 16 17 18 19 

1 1 つ】 3 2 3 4 

15 20 7 6 2 

Stand number 

Site 

Qurdrat number 

Number of species 

Water depth (cm) 

Character species of C. limosae 

Carex li川 O‘叫

Eγiocaulon sachalinense 

4.5 5.4 2.2 4.4 +.1 2.3 

4.4 3.3 

'
i
w
b
 

咽且

E
U

Other elements 

RhYllchoゆO}・'aalba 

Schellchzeria palustn 

+.1 ・ ・十.1

十.1 +.1 

Lysichitoll camtschat山ワlse 4.4 2.2 

今lつはヤチスゲ カラフトホシクサ基it'(集である。 4' 4. ホロムイソウーミカヅキグサ群集(北方型)

Irf集のf五煩組)えを表jJ~すれば， Tab!e 2 のようになる。 Scheu，chzeri(~ palu，stJ・ω-IUt1l1tcJ/.Os]J()/'(l， 
3→1. ヤチスゲ主主主了集 Care:r lilllosa叩 ciation αlbαa回ociation，nov. : Scheuchzerio 

ヤチスゲ約集に同じ。 Rhynchosporetumalbae boreale， nom. nov 

3-2 ヤチスゲ カラフトホシクサ*主主1¥下集 iロ\!国 ì~iiUポの hollow あるいは depression を占める典

Carex lil/lo川 Eriocalll，οJIsachalinen吋 烈的柏物jtH会は KNAPp24)の systemでは Scheuch-

sociation zerietalia palustrisでその characterspeciesとして，

i~~原群落中 ， Eriocauloll属植物が(小面指ながら)優 J)rosera anglica， Rhynchospora alba， A1ala.ris pal-

占{勢)慢となることはしばしばM!察されるo 例えば秋 udosa， Sphagnul/l cwψidatuJIl などが挙げられる。そ

III~，~~、池山 ìJjí付近の通称コケ ifíWlUポ，日光'ñx~坊が!氏あ の下iこ2つの Hauptassoziationen:Rhynchosporetum 

るいは北海道サロベツ原野などで，伊勝はみている。 fuscaeと， Scheuchzerietum palustrisが挙げられてい

浮山出版においても，極めて小規模なi洋経で，その出 る。叉 TUXEN25)はliiJじく Scheuchzerietaliapalustris 

JJlJl占も東奨m~に限られているが，カラフトホシクサの優 の下に :lつの群集， Scheuchzerietum palustris， Rhyn-

勢なところがある。本基1ff集の ú:地の水深は 1~2cm 0) chosporetum，および Caricetumlasiocarpaeを挙げ

場合が多いがもっと深し、ところにも生じ poolのヤチ た。 TANSLEy26)では大部分 Rhynchosporetumalbae 

zゲとlIi:fEしているが，ホロムイソウ，ミカヅキグサな で代表される。

ともλられる。 我が同の場合，これ迄最も r~ く研究されて来たのは足

必1ケ原{極!ポであって，鈴木・古11(;]27)は Rhynchosporo-

Sphagnetum compactaeと Drosero-Sphagnetumcus-

*本種ははじめて樺太豊)京(ユンノサハリ γスグ)地方のミスコケ湿原から，菅原繁哉氏の採集品に基っき， 1928 

年中井博土により新種と Lて発表された。クロイヌノヒゲ (E.atrω11 NAKAI)に似るも， 1t.が 3 平イt. J~fニ 2 数

性であることなどにより区日IJされる。

24) KNAPP， R. Oper. cit. S. 41. 

25j TじXEN，R. 1955. S. 172. 

)j) TANSLEY， A. G. Oper. cit p. 700. 

::71 SUZUKI， T. 1954. p. 243. 
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Table 3. The Scheuchzerio-Rhynchosporetum 

Association Scheuchzerio-Rhynchosporetum 

Sociation 仁 Ulll(人、a-N.a!!Ja一小h.ajJi<"ulatul/I 

Stand number 25 84 17 18 9fi lfi 8:-¥ 24 21 

Site Cn w Cn Cn Cs Cn w Cn Cn 
Quadrat number 20 21 22 2:3 24 25 26 27 28 

Number of species 4 4 4 5 4 ι2 7 

Water depth (cm) 4 4 4 4 4 2..5 2 

Character saplebcaiee s of SchEUch-
zerio-R. albae boreale 

RhYII正110ψol百 alba 1.1 1.1 3.3 4.4 2.3 3.3 2.3 3.4 

Sche/ιhzeria tal"，、tnぷ 十i 3.3 2.2 1.1 斗1 1.1 1.1 

Sρhagnlllll aρiculatullI 2.3 1.1 2.3 1.1 4.5 十i 5.5 2.3 4.5 

Iグcopοdiu/II ill/lndatll/ll 十l 十 1

e
t
 n
 
a
 

&
且
伊
-ao
 

nr 
m
 
・-y
i

d

 

-

j

l

 

l

p

h

 

a

一M
M

C

μ

ο

 

u

k

ρ

 

k

?

t

 

ω

ゆ

μd

n
s
μ

・3

6
b
a
n
山

内

u
・
叶
A

μ

L

A

げ
f

.
割
引

ρ4
・0
v

y

p

l

m

 

h

s

v
弘

P

山

b

Y
Y

仁

〆E

、
ρ
4

Character species of Caricetum 
l1mosae 

Carex lilllosa 4.5 3.3 3.3 十J 十 4.4 5.5 3.3 十 1

Other elements 

Carex川 iddendorffii

VacciniulIl 0ムrycoccω

Pogonia japonica 

l10sta rectifulia 

(;"，凶anatrzヌ'oravar. 1.仰 γH山 lcns/s

十 1

1.1 3.4 

Eriothur/l/ll .1'ag・illαt/llll

Sthagllunl tellellulIi 

Sphag. rubelllllll 

Sthag. patilloslIlIl 

Sρhag. lIIagellanicullI 

Sphagllul/l sp. 

ilndromedaρolifolia 

Carex ollliana var. lIIollticola 

l)rosera ，'otund.ゲalia
l'arllassi白 palustris

Calliergon stramineu/II 

十.1
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albae boreale 

albae boreale 

s.ρ叫んlstris-I<.alba G. pentaρefalulIl-R. alba λf. jaj>οnica-R. alba 

91 90 89 87 88 34 92 96 94 93 43 41 42 

Cn Cn Cn Cn Cn Cs Cs Cs Cs Cs E E E 

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 

4 3 4 2 九 7 8 9 10 12 9 12 12 

4.4 4.4 3.3 3.3 2.3 

十 1 1.1十.1 1.1 1.1 

3.4 4.4 5.5 2.2 3.4 

十1 十.1 十1 ・ +.1

4.4 5.5 5.5 

十.1 十l +.1 十 1

3.3 1.1 1.1 2.2 十J

3.3 3.3 3.3 

2.2 1.1 +.1 2.2 十.1 十.1 +.1 +.1 十 l

十.1

十 1

2.3 2.2 1.1 1.2 

1.1 十1 十.1 +.1 十.1

十.1 +.1 十.1 +.1 

2.1 +.1 1.1 十.1 1.1 1.1 

+.1 十.1 +.1 十.1 +.1 

+.1 +.1 十.1 1.1 

+.1 +.1 2.2 

十.1 十.1

十.1 +.1 

+.1 十l

十.1 十.1

十.1 十.1

ー
よ

1
i

-
B
L

司

B
ム

1
ょ

・

I

1

十ー

ム

唱
l

1

十

1
よ十

+.1 2.2 
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pidatae 合新たに記載しこれに対してI:~!協ら 28) は，jdJ

地域の!lfl物君H存在， Caricetum limosaeと Scheuch-
zerio-Rhynchosporetum albaeに改めて記依している。

これらの各1th'存の階1えl人j容は、 JlliJj'x1!.fにHiJJIHIの巡L、

や気候あるいはその他の ，'0也条('¥のふにnうiltid<形成の
tlJ;主や人為影響の従度によって，多係多係であって
iドに論じることはl子，:，¥1二過ぎる。しかし少なくとも共通

して云えることは， これらのf刊行J喜では， i-\~ìl司 <0也iこ生

じるミズゴケの稀煩は月IJとして，結同ミカヅキグサ，ホ

ロムイソウとナガパノモウセンゴケあるL、はヤチスゲヵ、

1r1'濡構成 tの最も本;j.，要素であるというニとである。

この点に則して浮Il:~j~;~nJ(の助合なλるとき，主すここ

では，ナガパノモウセンゴケを欠如ずる。 KNAPPの

Rhynchosporetum fuscae は，¥1¥<):の大jJlji'(気似l!主に

発達するので，我がIl~の場合論外である。ミカヅキクサ

とホロムイソウとは北半球に)ムく分イliするや'T!J;Hで，共通

したむ.J也条f'I:下にi8i)j;J{度に:1¥JJl.するのヤチスゲについて
は，先述した通り別例のl\'(i~二の核であって、 L述の 2t吊
よりも」附水深いところに発注しノk泌が浅く Jなるにつ

れて漸次ミカヅキグサやホロムイソウがi:11頻度JこかつlA-

的に多くなって来て， iiE:;.!ミ Scheuchzerietumpalustris 

とか Rhynchosporetumalbaeとlげ一ばれて米た計決形

態を整えるように仕る。

会ìltl\~J ケ IT;'lrl代山川辺のìil~Ití()ヤ応沖nケ!止し ]二川{にある
いは'l'iU代などの研究において，':;~Hあらは， Caricetum 

limosaeをi徐L、た残りの hollowあるいは depression

の高等植物群落には，ホロムイソウ ミカツキグサ1rけと

(Scheuchzerio←Rhynchosporetum albae)の名を与えた

が，浮，I~;i ì~fol京の資料からの判断では，後述。〉ホロムイス

ゲを主体とする1¥'fi会に対する， l!iF.~問~過ìii\l J也における li(

/長として規定する点では妥当のようにjU、われる。 Lかし

浮ICjl~ll!:阪の場合，これ迄に示されたものよりも，ホロム

イソウやミカヅキグサに対するヤチスケ、の常在度や阪Ili

度がー府高くかっその比京が大きくうまた1:S!!6fJらによっ

て示されたホロムイソウーミカツキグサ1¥(集中のホロム

イスゲが， i手，1;:iiqv.I京では殆んど存在しない点から，現段

階では一応l豆日IJし， ~t:fß1J ホロムイソウ ミカヅキグサ

群集， Scheuchzerio-Rhynchosporetum albae boreale 

の名で呼んでおく。

A.，îtI集は次の 4 つの!i~1t干集よりなる・ヤチスゲ ミカ

ヅキグサ サンカクミズゴケ本m集，ホロムイソウーミ

28) 宮脇 11p，.jj長141ー絵 liiiil:.Tab. :¥ 
29) OSV ALD， H. Oper cit. S. 176 

30) '1:¥1協 11{1' fJ長))日一絵古iiiH.Tab. 1-2. 

カヅキクサJ，~{t{ 耳~，チングノレマーミカヅキグサ)，~{t下集お

上び5Z?ガヤーミカヅキグサ7主lt(1たである。.，j，lt'(伎の符l

m針u'vU(}くノl、すJl.1王、 Table:1の tうi二えるの

4-1 ヤチスゲ ミカヅキグサーーサンカクミズコケ

Wli( 司、

Care.r lilllosa-Rhynchοstοra alba-Sthagn/llll 

aj';日dallll/l sociation 

IIIIJ也や小jlllJ也の;Ki策泊‘ヤチスゲ取引昔、の ，'iJ也より浅く

たり， 7~:icm f'，伊コのとこんでは，ヤチスゲに十11泊して

ミカヅキグサ，ホロムイソウ，サンカクミズコザケなとが

111倒的i こ ，:~(j'JにIW;':;.になってくる。氏削のミズコ♂ケ紅1

i土木主主{¥(1iSから:I'r.fll.全IJtlyf1-tふが， .s笠iニサンカクミズ
ゴケで占められている。

OSVALD iニ上ると， ミカヅキグサIt下保l主Komos日

の場合，大収IJ.¥)，"Ii二ミズコケ知念伴うii(1，!ーを形成するが

例外的に， ，;jフし戸る“Schlenken";ニ生ずるときには1氏M

K欠くこ二ともある泊)という。 ì子山 ìil~Ití'、の i坊合 Schlenken

i二'):.-)"るヤチスゲ ミカヅキグサl¥(i)S1二おL、て， .，j，Jr¥;稿

集のように1氏h'，'i~ もつ場合と，次に述べる丸山n 昔、のよう

に氏肘を欠く j弘fTがある。

'(':1161，のi{(キいこよると，応i中'ilケ!iilのホロムイソウーミカ

ヅキクサ1tI'tでの!氏)，バミズゴケはノ、リミズコvケとウツク

シミズゴケであって，後f;のようなlifi'九は司ウツクシ i

ズゴケ州l呼集30)とLてい:])IJされている。

4-2. ホロムイソウ ミカツキグサf，Ui(it

Sch出Ichzeriatalllstris-RhYllchostora alba 

SoclatlOn 

水条1'¥泊、ら云えば， 1'.;主J問げすとl，iJじような低lりIJ也子

ì\ll.ì唐間の小水流路 (channel) に発達している。 j~jt日llf

とは， 氏r介斤肘"/を欠く仁心-'点l
成の.1上:!.カかjρ、らは，ほとんど|玄別がつけられない。

4-:3. チングノレ 7ーミカヅキクサ )J~ f，l集

Gelllll tcnlaj，('fallllll-Rh.vl/chostora alha 

SOclatlon 

本îth'島は，浮J: ，!ii:i~l}戸 i ド火山市斜|白iの下部に発達して\'

る。はじめに述べたように (151瓦参照)， '1' ~た /j{jは北 1

分はほぼ平tJl.trll!Iであるが司 l有半分はf~.1，\ニ傾斜して L 、

る。そのためJKの移!fYJtlは，北の、lλ引IflIに比べ， I有のj.，

lflIi'¥j;iこおし、ては相対的にjミぎくなるので， I釘斜面のj世去

IfTiI主乾燥状態となりやすい。ーのような微J也J[;の変化，

~([生において次の反応で示されている。
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1) ミカヅキグサは!IヲJL~ I'I'J;こ;主主主は刻11長となり， 開花

!附設が減少してくる。後占度や常在度の変化は:::v，:しく

u、が， J::iこ1よるように活力度や生I1日以比、 (perform-

ance) の低下が~ì'f ;J;-"れるようになる。

~)北の平JJI.iíjlでは散在的であったチングノレ?{ì.， JYj 

川Wlii;jjでは優勢と/乍り主的，相倒的に民自在となる。

チングノレ 7は r~j0Iiir~'i'E ，'，'(1尿 iこしばしばlHJ}~する~([物で

必らずしも Mossvegetation l!F{iの桁類ではないが，

このよう h.チングノレマ優勢のミカヅキグサ1tiィ客全とり倣

うとき， ì子 ，(lî~ ttÊ );J(のような尚J也 (111) 性i湿原1t'( 法とサロ

ベツ141野のようなfl¥::JU!I'ki!r~原材部会 l式日 IJする一要ぷとし

て主要な種類である。 r':;jJ也のミカヅキグサ群j高にチング

ルマが:1¥現する例は，八11'lllr'，~j 川法 (!!~)}j(3 1)，会ilゆけ fT;

川f¥111周辺ii&lijP2)などがある。

4-4. ヌマガヤ ミカツキグサ基itr!t

i1IolinioρSIS JilρoJllca-RhyJlchosροra alba 

SOCIatlOn 

l 'f，I; ，lji!illJ;j(のミカヅキグサ併朱の分イIJ域の一、'iJU! 'I'~之も};記

悩;条f'lのとニんに/1¥刻するjth'九で， n\I;:i~!ìr.，ltj~ l- ll;た: I:(\~ のJ.\[

~'~i;i;で，ミカヅキグサ イボミスゴケ)，nt'(:tミとモザイク
!I、ムし泊、も小1(IifJ'(hられたMこすぎf工い。本以Jrfjれでは

ITf i'再構成予~(知数は 9~12 にjiL ， おl!え的iこミカヅキク

サ イボミズコケ主計集に似るが，ヌ 7 ガヤの多いこと

こ，イボミズコケの少ない点で|ベ別される。浮II:jlilh~ltÍ(で

よヌ 7 ガヤはヤチヤナギと結ひついて分イliしているが，

'dt:的にみると，むしろ法的に少なレ係矧に人る。

5 イボミズゴケ群集

均成仰'11t制 m papiUo抑制 association:

Sphagnetum papillosi MIYAWAKI et al. 1967. 

:vloss vegetation において ~lv~rJ.的な hollow ある L 、

よ、 depression航ノiえである Caricetumlimosaeや

Scheuchzerio-Rhynchos poretum al bae borealeに対

L hummockを{Uくするit'f治は，わがIR/の場合，イボミ
ズゴケ lt円S(Sphagnetum papillosi)かチャミズコケltl

11、iSphagnetumfusci)であるとされており33)，既に官

1品他且)や'i:';1l仏ら35)\土"長 21n 来を五日idi している。 'P;116h~こ

~hi 工， ~X:がい1の r~~j ト?{z~ir. nÌ(における極相1['(/九はチャミズ

31) {'} lli悦行 1941b.224瓦.

:l~) 別協 II{cl ・{也前 :1:. Tab. 2. 

33) MIYAWAKI， A. 1968. S. 322-323 

3~) '!YII仏 11{1.f也前什:.5}'{. Tab. 2 

‘15: ''':';Ii6J1 1I{1・峡Il日ー絵 liijlH.50頁 Tab. 1. 

刈) MIY A W AKI， 1¥. Oper. cit. S. 322 

Ji) Osv ALD， H. Oper. cit. S. 224-230 

ゴケîtI ~Sである 36) とL， >'~、 iこ北ì!Jj)立 iこおいてiミく発j;長し

ているという。チャミズゴケm集の存在は，サロベツ原
型YiニJゴL、て， ，(t:ィ告らも制祭しているが， i浮手色引1品i

てlは主，極HI群落としてのチャミズゴケlt'f集は得られず，

イボミズゴケが優占将となって，イボミズコケ君千朱を形

成している。そして大抵の場合， {，J随する主要経はムラ

サキミズコケである。

しかしミズゴケ1t'fV名は， i也i唐の辺縁部を除L、て，大

JM :t史なミズゴケ耳[~ (Sphagnum hummock， Sphagll11lll 

Bult)を形成することは少ない。

本 jr(!iミ l 土典型'i{jjにおいてはイボミズゴケ主主ltr~たからな

るが方全体に，次に述べるツノレコケモモーホロムイ

スゲ1n集の主要種を欠く点で， Scheuchzerio-Rhyncho-

sporetumの性絡をもちつつ，主要経以外の種類構成に

付いてはツノレコケモモ ホロムイスゲ1[1集に近づいてい

る，いわば雑極的jr(絡がみられる。すなわち， ミカヅキ

グサーイボミズゴケ法1ti:U、ーである。このように，イボミ

ズゴケJr('1Sは，イボミズコケ法若干集と司 ミカヅキグサー

イボミズコケ氷lt( !iSの 2 つのtl~jt千虫、ーよりなっている。本

jt( !-lよーの純資ltlUl見合N.;J;すれば， Table 4のごとくなる。

5 1 イボミズゴケ:Wlt(江主

Sj>hagJ//l1ll pajう1llOSlllll sociation 

イボミズゴケJj[ではイボミズゴケは hummockの!氏

川:からJHi'ijjに;乞広く分布しており，その!氏辺部でノ1¥.~こ践

する場合には， ミドリ色を;I-tしている。ムラサキミズゴ

ケは民却には泌在しないで，主として Li'{jlに限られてい

る。 ミズゴケ上のi日1等布I'i物は， Stand No.71と72を除

ぎ，被度作)~(1) ね度で， ~r千度階級も (2) に及ぶものもな

く，構成係知数は多いが，階問的には貧弱である。

!I'jiこStandNo. 71と No.72にみる如く，ワタスゲ

がミズゴケの lてに阪占し，これに伴ってツノレコケモモ，タ

チギボシが日立っところもあり，これは一見 OSVALD

の Erioρhοrlllll'l'agillatlllll-Sphagnlllll papillosU111 (あ

るいはSj>h 川 agcllaJ/iclllll)ASSOC.37)会氾!起させるが，

浮$\;~j 1h~J}í\では，ワタスゲとイボミズゴケの結びつきは，

Jrh'初杉11立に寸1 るほと -'~IHIりではないようであるので，本

械では，イボミズゴケ!，~M
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Association 

Sociation 

Stand number 
Site 
Quadrat number 
Number ef species 
Quadrat area (m2) 

Character Species of Sphag. papillosi 

Iか10ρhoru/Il vaginatllll1 
Sphagll11/1! j>apillosillIl 
Sphag. magellaniclt/ll 
Sρhag. rllhellulIl 
Sthag. tellellllm 

Character species of Scheuchzerio-
R. albae boreale 

Rhyncho王子oraalba 
S，heuchzeria palustris 
Sj>haglllllll aticlllatllll1 
Ly叱ο'todiulIlill undatll1ll 

Character species of Cariceturo 
liroosae 

Carex lilllosa 

Character species of Oxycocco-
Cariceturo middendor伍i
llacciniuIIl o.rycο山 us
Pogollia jatollica 
Care:古川iddelldorffii
Platanth打 'atitllloides var. niρJうOJllra
Care:r paucifiora 
Cha/llaedalうJl1lecalyculata 

Physiognoroically important species 

Hosta rectグolω
Gentialla trifiora var. horollluiellsis 
Helllerocallis lIliddendorffii 
LedulJl jうalustrevar. diversiρi!OSlllll 

Moss vegetation elements 
.!lndrollleda poz，j()!ia 
Carex ollliana var. lIlollticola 
Cορtis tnfolia 
Drosera rotundljolia 
GeulIl pentaρetalulll 
Jt1oliniopsis jajうOlllca
Parnassia palustris 
Trientalis eurOjりdどavar. arctica 
Sthagnl/lIl alllblYlうhyllulll
Sphag. Plllchrulll 
Aulacomi川 11palustre 
Calliergoll stralllinelllll 
Cladopodiella fiuitam 
Pleuroziulll sιhrebelγ 
Iう'o(ytrichilllllsp 

Solidago 1'irga-aurea var. leiocmアd

The Sphagnetum papillosi 

105 
Cn 
42 
8 
0.4 

Table 4. 

Sphagnetum papillosi 

Sphagn 11 111ρaj>illoslllll Rhynchsopora 

107 103 104 106 108 71 n 33 29 
Cn Cn Cn Cn Cn Cs Cs Cn Cn 
43 44 45 46 47 48 49 50 51 
8 9 10 10 11 9 9 7 13 
1.2 1.0 1.0 0.9 0.3 1.0 1.0 

0
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'
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十
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十
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十
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十
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1

1
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円
ノ
〕

5.5 
1.3 

1.1 

1.1 

十 1

ワワ1
 

3

白、i
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1.1・

ワ2十.1 +.1 

+.1 

1.1十 l

十.1

十1.1十.1

十.1十+.1 

3.3 ・
+.1 

十.1 +.1 2.2 2.2 +.1 十.1. 
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. 

+.1 

1.1 

+.1 
1.1 

内
/
】

i

l

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

•• 
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十 l

十 1

1.1 

+.1 

+.1 
十 1 ・十.1 ・

斗 1 +.1 +.1 十.1 +.1 

1.1 

+.1 +.1 

十1 ・

十 I

十 1 ・

+.1 +.1 
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albμ-Sth. taiρllosll/llag 

36 113 32 35 116 30 112 114 31 
Cs Cs Cn Cn Cs Cn Cs Cs Cn 
52 53 54 55 56 57 58 59 60 
B 13 14 15 16 15 17 20 24 

2.3 ・・ +.1 +.1 ・1.1 1.1 1.1 
4.5 2.2 2.3 2.3 2.3 3.4 3.4 3.4 
1.2 十 2目3 2.3 2.3 斗.1

十1.1・・ +.1

4.5 3.3 4.4 4.5 4.4 4.4 2.3 3.3 4.4 
+.1 十.1 +.1 ・十.1 +.1 ・十.1

1.2 ・ ・1.2 ・ ・十.1
十 1 +.1 +.1 ・ ・ ・十.1

1.1 +.1 十 1 1.1 1.1 2.2 十 3.:1

十l ・・ 2.2 1.1十1.1 1.1斗 l

十.l +.1十 l 十.1 十.1 +.l・十 1 十 l
2.:3 ・ ・十.1

十.1
十.1 1.1 

~.2 1.1 2.2 2.2 +.1 :l.:~ 2.2 1.1 1.1 

+.l・ +.1 ・ +.1 十 1 十 l 十.1
十.1 ・ ・十 l ・十 1 ・ +.1

十 1 ・・ +.1

十1 ・十 1
1.1 :3.4 :3.4十 1

1.1 +.1 
十1+.1 十.1 1.1 +.1 1.1 
+.l 1.1十.1 +.1 十.1

1

3

1

1

 

十

3

+

+

1
i
1
L
の
4

1

i

+
1
2
+
 

1
ょ

1
よ

q
u

十

2

3

~.2 l.2 2.2 
+.1 +.1 ・十 l

十.1 ・十 1
+.1 十 1 +.1 
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5-2. ミカヅキグサーイボミズゴケj制作集

R.hyncho、'1>οraalha-弓'j>llllgl1l1/IlρatilloslI/Il 

socwtlOn 

riIi述の Scheuchzerio-Rhynchosporetumalbae (15:1 

:n参照)が， ~見集的kこはイ';(ì 乾燥せる立地に成、工した場

合のjiU名である。 ，'0也は一般にホロムイスゲの叢生株

(tussocks) の発注 Ltn 、 i凶作1!J: 1L~IIIJJ也や平J"flj也にみられ

iJ.!;:i ì\l~原の '1' 央 ìj[\\i~ I旬斜面からVY 予告 t~i~のほとんど大ì'm分

~占め， I面積的には肢も!ムレi'm分を占めている lt1i各で
ある。

lth'名上作':¥こはタチギボシが日古つが， ミカヅキグサと

[，い[，(川(υ司
1，釘;予折升H庁刷T古自的句Iにこlは主， ツノレコケモモ， モウセンコケ， ミツバオウ

レンなとが多いこともある。)氏附では，既述のように全

般にイボミズゴケ，ムラサキミズゴケが多く，その他ウ

ツクシミズゴケ，ワタミズゴケ，アカミズゴケ，チャミ

ズゴケなどが山現する。サンカクミズゴケはliiIlif集の芥

，'0也に比べ， -;v，:しく以illしている。

実際iこは，本法jif集は後述するツノレコケモモーホロム

イスゲ)，~jrf集と .H(のfU合体を形成している。ニの上う

f江仁復合{休小村iιこ丸対Iしてヘ沼在イιE雪一らは， ミカヅキグサ ホロムイス

ゲ復イ合'i{休本(附Rυh.り‘3川〉

plex刈)の名毛を，1与jえた。

6. ツルコケモモーホロムイスゲ群集

Vacci1/ii1tll~ oXllCocCus-Ca1'c.:c 1niflflcn-

(fOJ'jJi:i association: Oxycocco-Caricetum 

middendor伍iSuz.-Tok. 1964. 

，.j'1tY集のツノレコケモモ ホロムイスゲぷln集はミカヅ
キグサ イボミズコケぷ1ry集と共に， i手l!:~j~!副尽における

主要lth'名の Aつであり， ミカヅキグサ ホロムイスゲ複

合体として Mossvegetation 9-' 広範凶に)J{閲している。
その特徴とする点は，ホロムイスゲ，ツノレコケモモ，イ

ボミズゴケを'1'核としそれiニlロ'jh'l;ih¥!:)tjf要素として，ワ

タスゲ， ヒメシャクナゲ， トキソウ， ミガエリスゲ，ホ

ロムイイチゴ，アオモリミズゴケ，アカミズゴケ，ムラ

十.1
十.1

1.2 サキミズゴケ，チャミズゴケなどが顕在または恒存化す

十.1

十 I

+.1 
+.1 
+.1 

+・1 +.1 十 1

刈iSUZUKI， T. Oper. cit. p. 240. 

ると JM二， 1lJM1的iこはタチギボシ，エゾカンゾウなどが

上川を占めるために， Q!j に ~Q)W)!Í(状の!必を与えるニと

もある。

ツルコケモモ ホロムイスゲ1ii集Ii， 1954ol鈴4、羽)

Mこよってl己中J!ケ!11ヵ、ら記述されたJ町並こである。 j己主Kこの
lrf 集概念の先似をなすのは，中li~ì\I~)~( を代去する lrH名と

して設;ぶされた， ヌマガヤ ホロムイスゲ併殺 (ιド野
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The Oxycocco-Caricetum middendorffii Table 5. 

」
打
県
南
町
ロ
U
汁
山
W
涼
味
妥
当
一
時
一
首
紹
滋
叶
際
政
制
凶
午

Osmundastrllm 
C. lJIidd 

62 60 61 63 

Cn Cn Cn Cn 

79 80 81 82 

9 12 1:1 15 

Ledum-Vac‘C.一
C. lIlidd 

56 59 57 

Cn Cs Cn 

76 77 78 

12 13 14 

Oxycocco・Caricetummiddendor伍i

Vaccinlllll oXyCOCCllS-C. A1yrica-Geum-
JJ/iddendorffii C. middendorffii 

55 49 44 51 48 54 75 76 77 

Cs Cn Cn Cs Cn Cs Cs Cs Cs 

67 68 69 70 71 72 73 74 75 

8 10 12 14 14 14 7 8 8 

7

n

6

3

 

4
(
V
p
o
n
E
 

G.jうentajりetalum-Carex
midd印 dorffii

50 45 78 46 

Cs Cn Cn Cn 

61 62 63 64 

5 7 7 8 

q
u
i
n必
戸

b

2

3

5

C

6

8

 

Sociation 

Stand number 

Site 

Quadrat number 

Number of species 

Association 

2.2 2.1 

1.1 

十.1+.1十.1

:J.:O 

4.4 4.4 4.4 4.5 3.4 

3.4 4.4 +.1 

+.1十ー1

1.1 

2.3 3.4 2.3 

1.2 

4.5 4.5 

5.5 5.5 

+.1 

2.2 

E
0
4
3
2
 

w
h
o
a
-

2.2 

4.5 4.5 4.5 4.5 

4.4 5.5 5.5 5.5 

+.1十.1+.1 

1.1・ +.1 2.2 

5.5 4.5 3.4 5.5 5.5 

+.1十1 十1十1+.1 

1.1 1.2 +.1 +.1 

2.2 2.3十1 1.1 

2.2 

Character species of Oxycocco・
Caricetum middendor鼠i

Carex middendorffii 

Vaccinium 0えコ'corCllS
Platanthera tzjうuloidesvar. 1lltponica 

C arex paucijlora 

Chamaedaphne calyculata 

Pogonia japonica 

3.4 2.2 

十 1

1.1 1.1 

2.2 

十 1十.1

十.1+.1 

4.5 

2.2 つ2

2.2 +.1 

+.1 

5.5 5.5 

ーム十

+.1 

4.4 5.5 

3.~ò 

十 1

1.1 

1.1 

十 1

:).4 +.1 

1.2 1.1 

1.1 

2.3十 1

十.1

3.3 

4.4 

+.1 

2.2 +.1 2.2 1.1 

2.3十 1+.1 +.1 

3九・斗.1十.1

十.1

1.1 +.1 

1.1十.1

十1 ・1.1

2.2十.1 2.2 

+.1 

4.4 5.4 

'
i
 
十

4.5 

十.1

1.1 

十 1

1.1 

3.3 2.2 

+.1 

2.2 

3.3 

2.2 

'
I
A
 
十

1.1 2.2 

斗1

2.2十 1

4.5 

+.1 

1.1 

2.2 

1.1 +.1 

ワ2

1.1 

2.2 

2.2 

2.2 1.1 +.1 

2.2 

Physiognomically important species 

Gentiana t吋'loravar. horomuiensis 

LedlllJl palustre var. di'1'ersztilosulJI 

Hosta rectifolia 

H仰 lerocalli¥川 iddendorfJu

M:γrica gale var. tOIll entosa 

OSlIllllldastru川口川laIJI 0111叩 111var. 
jοekiense 

Character speci田 ofSphagnetum 
papillosi 

Eriotho7'lllll '1'aginatu1ll 

sρhagnlllJl t(ψilloslIlJI 

身hag.川 agellani.口IIIl

Aち~þhag. jIlSCll1ll 

Sρhag. rubellulIl 

Stlulf，f. teJlelluJlJ 



ChRahraycEEtcehr ossppeocrieetsuom f Schechzerio-

Rhynchο、j>oraalba 2.2 2.2十.1 十.1 1.1 

Sj>haglllllll aj>iCII/atlllll 十 1 1.1 十 1+.1 +.1 1.1 2.:' 1.1 5.5 ‘l.4 

Moss vegetation elements 

.1ndrollleda j>o/Uolia +.1 +.1 十J

(:are.:c onuanCl var. JJlοntuο/a 1.1 1.1 1.1 1.1 

CoρtlS tlて/οlia 十 1 1.1 +.1 2.2 dリ2 十 l

])rosera rotllndi/IJlia 十 l +.1 十.1十.1 1.1 

(;eulllρI'nlaj町la/IIIII 4.4 3.4 5.4 3.4 4.4 l.l 4.4 5.5 5.4 十.1 一':;: 
語詰

λlo/inioj>sis jaj>onica 】リ，】リ
コ竿ヨ~

l'arnassi" 1>"/11.1'/1γぷ 十.1 てと-

Trienlalis ('lIrο'Jhll'll var. a rct lca 十.1

ぷ;thagnlllllalll1>lyj>hylllllll 
-;ふ

旬匂。凶

Clac!oj>udiellea flllilans 十ー1 長E

(八'))JJlOイo/e([IIlOn 1ω/(/ 十 1
ム司1:1
:ョ
才一

Other elements さ幸

Tnj>t刊一ο、jらどrllllllll}aj>Ol11CIIIII ーコ竺ョ《

手持
... ¥ Jll'JIlOJlC vez()(，Jlsi.''- 2.~ :u 十J 43 
( 'orllll広川代、lCll +.1 2=ご

l，ysichiloll call1lsch，，tc('ns<， 1.1 
~ 、

日C"'l. 

Sol，ιlago 'l'iJ~!!;a-altr(!a var. /('iocarta 1.1十.1+.1 十。1

lle.r sllgerokii var. I>rnソt山 /lInclI/ala 2.1 2.2 5.5 

Jl<'1I亡leSlt.lρelllanc!ra 十 l

Sοrhus ('()川川l.rta 1.1 十 l

¥'acclllilllll Sll/(///i， 1.2 1.1 

¥'acc. lJ1'a/if{j/i11l1l var.ωnaCellJJl 1.1 1.1 

戸
。
]
戸
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1~44) であるつ鈴木はこの iff，rl概念は余り i二!ム j-d'ると 本J山!下集i主v止述のチングノレ 7 ミカヅキクサ)，~nf~、と

L ，結 1，，\)史い辺、1*0) ヌ 7 ガヤ itf~S !Molinietum japonicae Ili]1ぷ， 1手山 i!I~ltj{ll' ~~í'íîjl 行{j\f litíi 二ムられ、 ~ )1;";' Iル欧化した"

Suz_ -Tok.) と Oxycocco-Caricetum middendod五也に?とi主する。ホ口ムイスゲの刊爪二チングJレ?tJ;f桂明

Suz_ -1、ok の 2つに制I1分した。 ニのI，t，jlt(lti主司 jt(甘くの ぺjt(;存であるが，チングノレマ ミカヅキタサ広Jt(集のミ

的知MWl比iこfC;¥，、てi主W，j'I'J'-ji二11-jをするが， IIij {'，iニl主ヌ カゾキグサが ÿ\. ，ニホロムイスゲ iニ w;~ き 1負っただ:十でえく

7 ガヤが IMI(Ji二/~く，ナガボノシロワレモコウ、レンゲ それtこ{下ってヤチスギラン、ホロムイソウ，ヤチスゲの

ツツ:/，コガネギク，コトンボソウ，'"1;:，との 11í: 1''''':;!I~ltj(~ 小 汚L¥， ヴミ，;gが人られるっそしてJiU長hl'iJJxf唱として新ι二
hj( '!f~'~泊、 11 \''"-t~ ， 叶むこミズコケ)iili主少々い。 i乏おでは ツノレコケモモ， ミガエリスゲ，タチギボシ，ホゾパ/キ

ナガボノシロワレモコウヘ勺コガネギクなどの仏.Ç-，hVlil!~)tj(l~ ソチドリ，'cどの新たえる'人じおがあって，ツノレコケモモ-

-;k~'i ll-hl'~に氏j止し， ミズコケ似の'11(((，偽物化と司ヤチ ホロムイソウ{何百ミのYI'.怖の附J¥が反映されている O

カワズスゲ，ホロムイスケ¥ ミツパオウレン，ツノレコケ 付 2. ツノレコケモモ ホロムイスゲー)よ{tr甘;
モモヲ ウラジロヨウラク，アカミズコケ f仁ど什~t}~徴的と ¥TlUυー川11"1 0.1.:日ο白川 cζlrc.ど l1lidde}凶 J1ffii
/r...る sociatIon

'l;';¥16h他3")へつ'，';';IWJら.tO)(工，.i?il鳴りケ !I;III代I111.'，] )LIiiI~ltj\v ì í'，l::μ!1~1};( で i 土、 本1主 lii 司、 i 主 IJIJ 主主 Jtflf よりも i!l~ìIVlis: ι地

)己 Itil ケ )tí(ih~Jtí( の IUI'光iこ f八、て， I'Jび;<?ガヤ ホロムイ にiC!iしており，チングノレ?I主も 't'ほとんど:I¥J見し/k< 

スゲitf;)二1::-fU(lrjL， これに "Carici-MoliniUJlsidetum なるの氏川は'i;i;に{({t，L，その主(十iiイボミズゴケある

japonicae"のず1~を 1j-えた。\， 、l主ムラサキミズコケである。

'1'型fや鈴木泊ミ述べてL、るニとく，とちら MニLてもヌマ ホロムイスゲはlHfiニ7E!主するときは，/lγl株合J[決

力ヤ ホロムイスゲJi(昔、は多分i二いhetero日eneou♂，I-( ナるので，ツノレコケモモーホロムイスゲぷItfl，(S1 1，この

l作法内容イピもっていて，その'I'iニ多くの facies--.1Iyrica ホロムイスゲの小IlIliJ:;シjJ'，j;の'1'心，.，(Jlt格合'liJひてL、

あるいはバasa;なと 合;¥U二とが ]'--1LIされる。 る。ホロムイスケ、治'[ミドょの).'，¥.;立11，低I'IIJ也となり，そ二

'1'型f， '1:';11弘らの{t千保を妥、Lí とするか、あるいはþ~川、の に11ヤチスゲーミカヅキクサ サンカクミズゴケ)，~Ilflt

lii司S*III分会'!1.、iうとするヵ、とL、う点にWIL，i子，1::iMltj(O)ift ヘうミカヅキグサ イボミズゴケWitf%なとミカヅキグサ

料からの 1'llIf0T i ニ J，~~5\' 、て， '(1:自らは、鈴木のよう M二2つ /(1-111しとする刑法が主iこ占凶していて， ミカヅキグサ

のItf集に分布11する )jが妥:-Iiであると Jうえている。すjkわ ホロムイスゲ復合体と科、すべき，モザイク Jr(i'会合形成し

ちl白'jh':':i~!~)tì( iこ近いタイプと Lて Oxy仁川co-Caricetum ていることは既に述べたの

middendorffii ~(， '1 'I j\WI~附けもしくは'l'I:~i!l~hj{iこ 1丘い ーのような;it制乃モ;りJ岳は， 1己倣ケ!li(卜川代Ai!I~lli 

タイプとして Molinioj)sidetum(=Molinielum) japon- 二何十るミカヅキグサーキダチミズゴケ肝/会とホロムイ

icae ~(Iメj)l] しておきたいと考えるの スケソj 、 1'lt)也 iJ~IJI肢の存イL 、)(.:びにそれを '1'心とする lik

IIIiぷーのタイプ11多分iこ'1'欧の uxycocco-Sphagnetum の;](i間りの分イli公述へた占lil;]41)の被告と，全く l'iJ仁現主

化子，Wするものであり、徐行の Jt千/ね主 I1 本 í~tl'l 0) Ji( 集と ，ニよるものである。そ Lて，ホロムイスゲ/r!γ1:Y1:と，そ

与えるものであるの !l<ニl!tlまれた小池i庶あるいは poo!は司料It!I川 -VA":'I:

本 ltf 集 11ì火の 5 つの )，~Jr(iJとより fιる，チンクノレマ ホ '}と川IHiJ↓liIi-;こおいてl工，匂尚**i二、HrしてIli]LlIiJ日配

ロムイスゲ)氏ltrl上，ツノレコケモモ ホロムイスゲぷltf司、， タ1]する総 fーも， I{仲良ケ!ULの幼子干とIli]十ぶニd、められる。

ヤチヤナギ チングノレマ ホロムイスゲ)，~irf~ふエゾイ (i-;J ヤチヤナギーチングノレ 7 ホロムイスゲ)削(lJ.

ソツツン ツノレコケモモ ホロムイスゲ)，~jtf 集 rゴ上ひ、 Jlyri，a gale var. t川Jll'Jlfosa-(;山川

ヤマドリゼン 7 イ ホロムイスゲ)，~Jil~~。本 Jtけこの純~H j>l'nlaj>e/allllll-Care.r lIliddo/(lurffii sociation 

判 lt比企l</J~すれば Table 5のニとく /cる。 ir-，I::iMIJI'、において， A卜 )J~ltr集i主， '-1'央出と IJlj呉市の I~

6-¥' チング jレ7 ホロムイスゲ)I~Jr( ~S 、↓ I(!Îで， ih~IJJ( の卜 i以 i.;i~すなわち ， )，'~jllO) t，社本 ltf i'品と O)l~

(;川口/1 1川 !aj>e!，tflllll-Carl'，r川iddi!ndmがJ 触けいこ発注する。~， JI~ ltf 昔、 11i !r~ltj(I，\j.;1lのアカエゾマツtI、

川 ciation からλるときはそのソデJt千/併に相当「る。

:l~) 'I:';IIMI II!{・fl!1.riiJi 1'
" 
11以 1、ah，4 

10) '1¥11品川{・11もJti(_0絵 liiii1 ¥目 51ょ'i，Tah， 4， 1:¥ 

11) 山1，(']11; 1%1、19rii'i.phot. 11-14 



fJljJ.長.tIlJij Z 目ル til~IJI( Ul liil物it'f法学((J研究 (1) 

本W!tY集はー}jiニf丸、てが林M二J丘してL、るが，他)jih~

!j(ttf;';ふこxtして11，チングノレ 7 ホロムイスゲゾ，~jrr 集や

千ングノレマ ミカツキグサj削rr集なととJ'ii触をほってい

るう ir/必の極力!1Nith誌の 1:カーらは Uc2 )tu集tニiじしヤチ

ヤナギ，ヌ 7 ガヤが 1，.1けに催占してL、ることと，上L{L~ 

\~計百;でよえられなカ‘ったアオモリミズコケ，サンカクミ

ズコJケ，アカミズコケなどミズコケ月初、少hiである泊、ム

りれることである。

付4 エゾイソツツン ツノレコケモモ ホロムイ

スゲ)Hfりと

J~凶111111 j)alllstre var.ζli't'(TSiρi!OSlI "1 

'T acciniu IJI川川仙川村 C"r<'.l 川 iddemlolがJ
'SoじlatlOn

lì州ìí出íjJ，l応山I~I昨!昨千 弘保、泊が通(手引引子引，1:山JJ:b山凶Jパバjih日山h~山川川Il;~υIf判j ~主、ヰ巾[1 自削i 卜ド一l日1以4むU;i日出; でのJ，'山t

/マツ林dの〉ソデi併!作FυJ決存である M二対 L，本)，u[問、 i 主本iil~I);Uヒ

ドJII.I(lj-I:);JUii; ての， J山1J.7カエゾ 7 ツj1;のソデiii治

:ある。 (il~ll; (J占J!IJ.の íl ~~I!ij j本の十本i ま ;'~i~~二エゾイソツツ

ジ(L山111/11ρal/lstl'l!LINN 討 LJが純Irfi'九イピ11会1)止するfilj

よ北欧でもλえられる.2)。

本山lrf昔、11i!&1日〔M二ιlしてl工，ツノレコケモモ ホロムイ

スゲ九日Ir千長にJ廷してし、るので， Jr(;'会や~!JilINíl&で i 工， liij )，¥; 

r，1!j、の場合よりも -h"'{ツノレコケモモ ホロムイスゲIn't

Jリ1~IW('IJI'1 十九ニ illいが， )ぷIlu11ょ+H千j長のI閃守も交;十てL、

て エゾノコゼンタチバナやエゾイチゲなどのが林hi'i物

，lUt{I:がJならitる。 また StandNo. 7 :ニメ大るようなミ

ス。パショウの 11:.1包i主，ややアカエゾ 7 ツ林JAf りの ì'ji~分で

n'I' を七る lagg の ~f5刊をt乏げているためである。

6-5 ヤマドリゼンマイ ホロムイスゲ)Mf耳;

i
 
】{
 
l
 

Table 6. The (;e/l川 ρelltaj川 al/l/ll-Cl山 IOllia

assoClatlOn 

r¥ssociatio日 (}eum p71eε ntapetalum 
Cladonia 

Sociation ( ;ρt('nTftdddροup tuftfFJI 
1I11 

Stand number 8:2 80 81 

Site C， Cs Cs 
Quadrat number 8:¥ 84 85 

Number of species 8 8 

Character species of the 
association 

Cladollia sp. 5.5 5.5 5.5 

(;ellJJlρentaρ"'al/llll 4.4 4.4 4.5 

Character species of Ox-
ycocco-C. middendor自主i

('are.r lIIiddelldorffii 

l'latalllhera 1 Ij> 11 {oid，叩 var.
IIIPJ)ωllca 

リ，) ，) リ リリ
ーd 】 】〕】 4

+.1 

Character species of Scheuch-
zerio-R. albae boreale 

l<.h)'lIchostora alha 1.1 1.1 1.1 

Other elements 

.1ndrο111ιla j)()l!}οlia 十.1 十.1

Splwgn/llll jilSC/llI1 十」

Sthag. ll'llcll/llll 十 I

(;ο 
十 l 十.1 ナ l

JI/UI(，1l五l.'i

Lc，l!ρdJMHoρstdtyJp2t 45fpy，var dt11'F1リ 十.1

G)'III1IOCOl<叫 IJ1UJltlllla 十.1

OSllllllldastrll!llιII1IUZ})]ο1111'/1/11 var. jυluellsl' 

C"re.r lIliddeJldorffii sociation 

判長liiillii也j庶民防 1:1二散生するアカエゾ 7 ツの似の

沌起似合'I"L';こして)cjj';するjt!i'九で，ヤマドリゼン 7 イ，

ホロムイスゲ、エゾイソツツジ，アカミノイヌツゲなと ある。

1，'1'，しにしツツジ利仰木やナナカ 7 ドltとの本木知1'1物 尚h"'ll~~!~üí(の 1\ 1，、小降起 (hummuck)の山jJ:¥':;';i;iニl工， J也

'，，'I:tlするよう Mこなる。 Jdぜi後 [Ij{r( /:与一例えば OSVALDの ('{"dωllaraJlgl-

7. チングルマーハナゴケ類群集 .11'川 lIaA同 OC.13)やifltdl!本 J也fdiilitYi'会 OSVALD 0) 

OewlI jH!J/.taqj('tal'lf /Jト CIa.donIa Flechtenzwergstrauch Heirlen'.)、あるいはJtI炊での

association， nov. ~1ALMERj5) のぷ J1i--tc とが発j主する引，'jih~l!.í(\:"'_hげ

本 triíll工í'j\I::ji!I~llí(II' 央/日;， HÁ'、↓ l自j; こ'ícj主する‘チングノレ る本It(f上;主， 1:: こ，~!.G:べたよう江タイプ v二回する Irh'九であ

マ ミ力ツキグサ)，¥;Irr昔、，チングノレマ ホロムイスゲ)去 ると Jうえられる o ~， lrr~、はチンクノレマ ハナゴケ対l)，¥;m

~lll、と JI;i 二、|λ 行 L て， hummuck 合11;めて L、るIrii'長三 官、β ‘~) /r..心。本m首、の卜'Hii訓/.1災企Jμl、すれば， Table (j 

s SJOERS、H.et al. Oper. cit. p. 187 

I:l! ()SVALD， IL Oper じit.S. 247 

・1.¥ OS¥'c¥LD， H. O[ler. cit. S. 77. 

45; :-IAUvIER， N. 19日 p.15:2 
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のごとくなるの hummock cvclicじhan日eに fゴげる以終段階と:1¥発段階

7-1.チングノレ 7 ハナゴケ知人~Jtí~ミ セノJ;している J也火恕!の繁茂Lている段階では hollow-

(;{，/lill j>clllaj>eta!tlillー('lad川 lIasociation hummock cyclic changeの紋終i立階であり， J也火M物

本人¥;JtY集では，チングノレマの卜川、あるL、は1，;](、'iJ山こハ の村iタピ， ìl t'. iRI白iの V~t\JI ，品虫竺ill'yや降[:!'î ll 年}<J.."ìl(!Î~ì~[ .foJJす

ナゴケmか1I1慌に味泣しているぷ分と、大川;分村iタヒして る移動!Jcによる付蝕開始が，や泊、て poolや池山!杉IJ丸二

I ，I，~変L，その伐骸，:~ii';rだけ小v宅起の降起'1'1 カ:)il.lっていて， 守三る:1¥fe段階である。一

(也の ;'~ii';r( 主流出j川えによる付制t ~ニ t って )lil収合失L、つつあ C. 低層湿原植生 Fen vegetation 

る ;'íi~';} とカ‘ある。ここではミズゴケ引はわiiタヒ，あるいは 8. ヨシ群集 1'11川砂川it州 C01I/.1J1'I.'I";'... 

'1が Lなく Jなり， hummockのそれ以上の11¥11ミはも '1'な association: Phragmitetum oseanum 

いので，本Jtf{'九のIJ)(;心ーしている何()){Lt全体として(本IU反 Suz.-Tok 1954. 

合体もしくはL!:i!:J:f反合体とみてよく，いわゆる hollow- 引

Table 7. The Phragmitetum oseanum 

Association Phr日記mitetumoseanum 

Sociation I lf 

Stand number 1i8 65 67 lili 64 69 70 

Site Cn Cn Cn Cs Cs Cs Cs 

Quaclrat number 81i 87 88 89 90 91 92 

Number of species 11 1:) 14 1:) 12 1:) 15 

Character species of Phragmitetum 
oseanum 

jJaraK川 lte.¥;('OJJl )}[IIJ1IS 

Carc.r Iraiziscalla 
5

1

 

え
υ
唱

I

W
司

u
-
E
A

w
h
u

‘.A 

5

1

 

5

+

 
Physiognomically important species 

山 la川噌山山slallgsdorJ.芦J

!{elll<'l山 allislIIiddcndorffii 

5.5 5.5 5.5 

1.1十 l

Character species of Oxycocco 
C. middendor伍i

Carc.r川 iddendorffii

('are.c j>allciflοra 

¥Tacciniu 111ο.ryl山口IS

1.1 1.1 

Other elements 

!Josta 7γcllfolia 

<-)'olidago "，'irg;a-(lurca var. leioc(llアu

C;cnllωza Irisοra var. hο/"O!Jll{ICIlS/S 
(~an).r OlluallLl var. JJ[οnlicola 

~ lJleJluJlze vezocllsis 

;¥1aianlhelllllill dilalallll/l 

，lngdica gCllllflc.ra 

Erioρ!zorUJJl 'l'aginatllJJI 

i
 
1
 

i
 

l
 i
 

i
 
1
 十 l 十.1

+.1 :1.:1 十.1

1.1十 1

十.1 十 I 十 l

l.l 2.2 

十 2.2

TriclIlalis目lrotaeavar. arcflca 十

乱10sses 1.1 1.1 1.1 

Rllbllぶ j)sClldοーjaροIlICIIS ト.1

十.1(，linο'j)川 liUJJIp;raci!L' var. saclzalillcllse 

Lvsichiloll cal!l/火 halcclIsl'

Caltha tal/1slris var. barlhl'l 

'1'u!o/Is usslIrI('}/si、
+.1 

('alalllagrosl is langsclorffii-l'h I・ap，'Jllltes(川 }/JJ1UJ11SSOClatlon 

11 ! !CI!l円山al1is111 idd，円 /(lorffii-l'hr，叩川1I川イ仰IJ}/UIl{S引)Cwtlon

5.5 5.5 4.4 2.2 

十 1 十1 斗 1 1.1 

1.1 :2.:! l.l ~.4 

5.5 5.5 3.3 2.2 

dワ.~ワ :3.:3 :3.3 2.】') 

つ〕つ〕

1.1 

3.:1 :1.:1 :¥.3 3.:1 

十 l 1.1 ワ') :J.:l 

十 1 :l.:l -つ4 つ】

:u :3.3 :1.:1 ::¥.:3 
+.1 十 1 十 l

つ】.づ4 十 l 1.1 

1.1 

十 l

十 1 十 1 十 1

:l.:l 

十。1 1.1 

リリ
~.~ 

十.1 十 1



fJfr旅・UuィJ~: i'[. 11;，'j [lu~ I!.;Tの ~íi 物 1i下落学的 líJI 究 (Ii 165 

.二七っている 1仰の伏流 la岳民である。 ヨシ1i下集はこの

laggの影?11二上ってお栄作化Lた心地に)[達する。

凡I1i'li!i日111h二JKU:Lている本1i(;'(伝こ toc、ては司 ツノレコケ

モモ ホロムイスゲ計百;のECj守化ひきつづ竺多分eこもっ

ている力;， tfr:ニi二ヨシ、イワノガリヤス司 ヒロハオゼヌ

マスゲなどの 1":)c、恒存¥'¥ーが. イト1¥(耳Jを111J'l:づけ』ているつ

;?，I::jìi\~1日〈のヨシ!行 fJご :1，イワノガ')ヤスーヨシ Wl\(ft

こ工ゾカンゾウ ヨシ)，\;nr~éの 2 広 1\(ft 上り/r..る o ;j; 1i'( 

q、 J)fHtiキ1[1;見~J.i;Jくすh:f.Table 7のニとくたる。

日1. イワノガリヤスーヨシ)削i(~c

Caんw!agrostislan‘gsdοrffii-Ph raglll iti's 

('()}J/J)11l111S soclatlon 

8-2 エゾカンゾウ ヨシ)，¥;1i(~S 

IIcJ!!l'rocallis川 iddl'lldorffii-I'h raglll il ，'s 
('OIlI/JlllJll.')-SOclatlon 

l'able 7 ;ニi大る工う，二， 1-.i;G2)長 liffJミ >I~" )，巳本1'1'、J;こ11

"fif@liJXはほとんどいl じ Jたので、似~'IYIY):ニーJ/i Lて，'，己，;'G

寸るつ

nr-('九円日予11のlIIilI[:泊、らムると， lìíJJH(~と l 工、 la日日町二 ~n

J て~t 、 l' 分~(，ぬ:J，¥;!i'(守Si11旬、!'7fにIJX¥'i.)¥とj主Lているの

laggのt守li:IJI1Table 1 Stand No， 1:1にlえることく、

7トヒノレムシロぷli(fjーをもっ池if，11'である。

{ik'与の附飢え'1liJ'止の 1-，泊るら人ると， pl，j)，¥;!i'(fj、とも 11-15

~fimから Jなっている O 川日Ili 二人れば司J.:l-1.5 m ;こヨシ，

n品-I.Omi二イワノガリヤス，エゾカンソウ， O.4m i二ホ

ロムイ スゲがf限度乙寺吹勢号吹切fうJである O 千h何l可仰f

均ンゾウ一ヨシ人京巳凶1¥併¥rいfj保j主ミの7力jγ一でてホロムイスケゲ府ぺヤつヤチカワズ

スゲが'イワノガリヤスーヨゾW!i(集でのJi/}{i J !)憾宅う

てある。ニれはエゾカンゾウ ヨシ)，\;!i(~、の }j泊、ィワノ

ガリヤスーヨシ)，¥;1i(甘とよりも)ムく，ツノレコケモモ ホロ

ムイスゲ)，\; 1i(fjとの )jに IJ1~ り 11 I1 L tこが~1L~;ニあり，それだけー

党 J，\;l\r~ と)ム L 寸主制!I白Î~ もっているために， ---.NE'/IJ1iくそ

') ~f~枠合乏;十ていることに Ití(\ J..jがある。 1山j)，\;1i件、(ヨシ

~1 1j、 '1'の)合通じ， iA的に変化のなし、稀類11，エゾイチ

ゲ.ホロムイリンドウ， ヒロハオゼヌマスケ¥ タチギボ

ン、マイヅルソウ{，とである。

't' :III: 主 !\lpmll iJ也 j.Ri( 1ii\~ltí( の (iJfjtで，キタヨシ1r(i'存 f~(

l& L たが../~合J;Jの fJ 、話N ノ'1\. 1) 泊、J)(\;;"trl: IIIYJむをご挑んでf上

-lli¥ 1' :'111 ↑ ~fl 1940， 211 rし

-li: '1;';11仏 11(1・(1Jl.liiill'" 12工(.Tab， 4 

IHI '1;';11品 11(1・)段以ー絵 liijll¥，52孔 Tab， (j 

/91 Osv ALD， H. Oper. cit. S， 17H 

50) SUZUKI， T. Oper じit.Table品

51) HORIKA W A， Y. & Ando， H. 1954. p. 271 

1;削J:;二配タ1]している"ような処では，“エゾノオオパセ

ンキウ(被!支比較的J:.)の他，ミズパショウ，サドスゲが

ややr;L c ，"46)と述べ司 {也Oj;';1; 分と備IJ足分 f や HI初lを J\~

vこしている。{，?，I;，ljih r. l~í[でも Stand No. 67のように、

la民日 iニ IU持拡 L 司 il羽Jft ;J，の lj}~ 7'~~~の大きい処では，エゾノ

オオパセンキウ，エゾリウキンカー ミズバショウ Jなと泊、

えられる。これは'I:';IWJらのL、ち司 りュウキンカーオオカ

サスゲji'f;'{.;47)，あるいはオオパセンキウ オニナノレコス

ゲ liけ~48) の泣千((1りなものであってち l?r:j;;\~I~;(でもヨシ Ji(

j長の¥'iJ也が， もっと1-'>i':I¥:ノドi二1ιけfJt)riT， 、'iJ!、)tjU1される

1杯決であるの

Fen ;二JC.dン「るヨシj¥fi存11，jllj'千件jむで，fLJfさ，hてい

るが，それらのli日制Nj.!J正附紅!11，かicり変化に¥'Sんでい

て司，J，'j 1f研究j也のう，([1定条('\や寸 )1'; 条 ('1 の 111;主~反映して

いる。 f利'i[数について人ても，例えば USVALD49)のそ

れはぜいぜい :¥-4約tこすぎ?にL、が， 鈴木町のJとでは唱

もっと多く主主えられるのである。

D. 森林群落 Forest communities 

9 エゾイソツツジ アカエゾマツ群集

IAd'lIln p((ll/対tl'打 var.tlicw'，'吋r;'jiilo，'州 /.111

l'icea fJlchll U a田ociation，nom. nov.: 
Ledo-Piceetum glehnii， 110m. nov. Piceetum 
glehnii Suz.-Tok. 196“ 
i手r，1j ~ll~ )~;f の)，'，])山ニ i 主アカエソ 7 ツ n;iHflJヴ.C)主 L て L、る

が， 1967 '10') ，j:.J Nで11， Mlti(1人jのアカエゾ 7 ツ1r(}長のA

fピえ，J(t<とした。

1)1¥: 1¥ I ・'i;， 1除は l己術i ケ h~(i iJ~l，íCr1~1'与のi>j('í'é;ニ Iゴ L、て， iln¥!:.it 

t1~林の\'(J山のタイプル 6 つに分けた51)。このタイプ|メ分

に従うと， Stand No. 200 は“upheavedregion sur-

rouncling a pond" 卜~0')t1~tfr(i'九であろうが Stand No 

201と StandNo. 2m I工“peatknob" J ~の li 千 f会とさ

れ上う。 ~j，'jH Lた:¥つのはands'1'‘ j¥U品としてJ!)れた

ノ1:.態系企形成Lているのは StandNo. 200である。主主

りの 2つの standsI主Fig.4および Fig.5にみる l、う

ーニ，川冠の閉鎖は不完全であり， )":1木 J'/i~欠いている。

川代クトの ~íif以むJ也でl土， アカエソゾ"?ツ折村仙'il凱1\~本\も」λみ4弘A られる

1，1，ιlぐl

られ〈ゐ}。しかし，倒木の)山1iL1の[々 起したなi也i二?孔、ては
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アカエソ 7 ツのえ':'1:. えケ1iJ，I:~モ-]-ゐニとがで rぎるο

~，: Jrf集の)'，"'I7JIJ手，T(fii!lゆえを lえると， ，山本!?iiこはアカエゾ

マツ以外村IN.~(J". tc\， 、。低 I"~J 本!けと(者(+:10パで l 土、アカエ

ゾ7 ツ，アカミノイヌツゲ‘エソイソツツジが二]=，t!純一で

あるが司 I:tJ鎖、Jr(係 (StandNo. ~()Ol でLt.アカミノイヌ
ツゲ泊、この川で阪，'iL司IHIJ/.x:Mi'長 (StandNn. ~()1 お t

u' No. ~m) ではエゾイソツツジが後， Ii Lている。エゾ

イソツツジ 11司~.t ìこツノレコケモモーホロムイスゲjt( 年，\，

の 1JMi1t， エゾイソツツン ツノレコケモモーホロム

イスゲ)，Uti集 の阪占的であること ~(-lS' え UI せれば、 ~h~

hi{j'1アカエゾ 7 ツ1t(/r;-との j~~ ， ':;jA，)，";'あるいはiit本別に本

代(j'J/cf&:，I i Hu 1 司 j引I' ，!jih~)t;( 日土アカミノイヌツゲであん

う。 しかし司 ji(lj、のけ十件っ:J，ニ、'~つては，エソイソツツ

ジとアカエゾ 7 ツとの141びつき合子fJi'でき/"c~ 、IYM系にあ

るニとと， SCAMONIの1&)11i 二 fずける -1'， ':jhYti!l~l~j(刊の針~":

¥!iJ¥Hii九 “ Ledo-Pinetum"52) 合汚 I}~~;ニ入れて、払川己の

ヒうにアカミノイヌツゲ~j)II;余して、欣てエゾイソツツ

ジ合Ilh、fニ。jJ，j.J".i二SCAMONII二よれl工Leclo-Pinetum

の{作 ~，)O;"i での後，'iHは !A'dll lJl j>alllsl/"cであり， 小本

h、'i~(桝1& Lているのは司])，川刊'arοIlIndifolia， . ¥ndro-

lJleda j>olijοlia， ¥ア山 ClllllllJloxyco山 lIS，J1:rioρhO/"1I1Jl 

γμginallllll， (三lllil'rgonspp司 fイ:j，hagn 11 111 spp. icと!r:
，¥， tをとする“Oxycoccuメ Gruppe"であるの

i 手r~j ih~ )~;-(のイ，:!if集は次の 2つの)削jf集よりなる 1)

7 カエゾ 7 ツーアカミノイヌツゲ ホロムイスゲWltf

IL ~)アカエゾマツ エゾイソツツジ ホロムイスゲ

J，(; 1t'í集。本jt(~とのやHi!判 l lJ児、 制 ，'::jJえひ II(<~，:':j 1(( i刊:附，JIJ配分

化1<ノ卜すれば Table8， 9およひ TahleJOのことく fc

る。また司引っ1):1メ i こ~(}える (;\Jíi:f投~[;弔問H. の門~ii'i:1 立|合、

ドig，:l‘ 4および 51こぶす。作wmltについては， (0.!'IY1: 
以下一折して l汎lりjする 0

9-1 アカエゾ7 ツ アカミノイヌツゲ

ホロムイスゲ)，~ltf 昨J

fラィ ('(lglehnii-lle.l' slIge/"okii var. 1"γl'ltedllll-

n，zata-Care.L' lIIidcu叫んrffii刊 ciation

9-~ ， 7'カエゾマツ エソイソツツジ

ホロムイスゲ主主jt(官、

!'icea f?lehllii-Ledlllll j>alllsl/"e var. d，，'c/"ij>il一
川 1111-(:(//"('，1' lIIiddend仰が1socwtlon 

1"記件以lti集iこ同寸る:¥つのはan【lsを通じて比較し

て lえると、アカエゾマツは枯J ， :':j で l 士、 J長尚 /1 ，'(1工 1~~14 m 

u二1えひ、 それは StandNo， ~()O 旬二 f孔、て以上 h? な形成

Lているの結J，¥':jlll'(のうfイ/l合ムると， Stand No， ~()()て iI

:2 ---41n; 二 1 つの制，\':jlll'[Oヲ甘く，\，カ‘あり、 4~14m のjitJで>

h孟ば、iλよりに分イliLているの StandNo， ~m で 11 ~~lIl m 

の li \J i二十~I二分イ1I しているが， Stand No， ~()1 で /1 ，そ

Table 8. Frequency ()f height in three stands of the Leclo-Piceetum glehnii 

Stand !lumber Heightじlass(m) ()，1 ~.1 4，1 6，1 8，υ 10.1 12，1 
Total 

Species ~，O 4，0 6，0 8，0 1O，() U，() 14，0 

~()Oネ 1'il山Igll'hl/ii 15 9 5 4 8 48 

~Olネネ 1);('('([♂Id/!liJ 8 1 () () 14 

:2m*キネ Iザcl'agll'hl/il o 4 4 4 5 () o 1:¥ 

Table 9. Frequency of hreast height cliameter (BHD) in three 

メtandsof the Ledo-Piceetum只lehnii
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:200* 1'il'l乍1gll'llIIil ~ 10 り":l 5 :z :¥ ~ 4 48 

:2()]料 ruω glehllii 0 0 4 :¥ ():¥ () 0 () 0 0 () 14 

~m*ネ求 lう《山Iglehllii 0 0 0 :z ~:\ () :Z 0 () 0 () 1:¥ 

*， area'~175m4 density=0，~74 

同。 area~ 150 m2 density ，C ()，09:¥ 

k キキ area 二 1~5 m2 【lensity-0.104 

52) SCAMONI， A， 1Y60， S， ~1O. 
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ト己1:議ポ喰£事|
Fig. 3. Belt transect and bisect chart in Stand No. 200 

WIlI 

¥ 
、、ー/

Fig. 4. Belt transect and bisect chart in Stand No. 201 

:0.;11¥ 

.2，¥1¥ 

Fig. 5. Belt transect ancl bisect chart in Stancl No. 202 

のliIiの約 lβi工 4~(ヲ ffi ，二集 '1' している。 l'iJ lように L 欣itfi'名 (StandNo. 201および 2(2)とに分;十て比べる

て II('~¥';うill'(jfll1'(についてlよると，ニの場合にはそれらのill'( と liijれにそのイヂlLが限られている的知iこは，オガラパ

の，保'1' ，分1)"立 1'1'.1 主枯t ，'，~jll i'(の l坊合1"，' 1 リ J lIJ:éでない。ニれは ナ，オオパスノキー ヒロハオゼヌ 7 スゲ， ミヤマフタ

・つに外凶条 ('1 の樹木のノu.主 i二!えはすiび1'~~~が 11巴大 I I:.Jミよ パランナ仁とがある。 l，hj"のn司で民的変動のf;'Lい開知、は

りも l'ド}主éU~の }j i二主る泊、i二大 ðc 'li二'H合もっている アカエゾ 7 ツ~\土じぷλ サンカクミズゴケ，ミツバオウ

二と~，ì~~\}1とする。その '1 ，-でも州、 i二点分1勺自トヤ ~s\\r<\i j 、勺\\~ レン，)カミノイヌツゲ，エゾイソツツジラエゾクロウ

JなとがIl¥j ~illであんう。 スコ¥ホロムイスゲ，ヤチカワズスゲ，タチギボシ，エソ

1fH~\'\'il;児稀について，閉鎖ii山本 (Stand No. 20())とIlfl カンゾウ t乍とである。ニのうちアカエソ 7 ツ，アカミ/



伊藤・悔iJ(: i1島湿原の他物静落学的研究 (1) 

Table 11. Comparison of frequency and dominance of species under 

the crowns of P仙沼 glehniiand outside them in the Stand 

201 ancl the Stand 202 of the Ledo-Piceetum glehnii 

Stand number 

Species 

Picea glenlI 

Picea glelmii 

Ledlllll palllstre var. di"1'ersljJl1oSIlIll 

Jlex slIgeroki var. hn:.l'ipedllnclIlata 

Va凶tι口lJlI

Uncler 
crowns 

11I. 2750 

v. 1400 

V. 5080 

v. 1000 

50rb川2μISC口イοJ川1/川nυ1/川n川Iμixta :11. 4 

Care.r川 Jζldendorffii 11. 2500 

Care.r olllial1a var 川οIIticola V. 60乃5

Hosta rectljo!ia V. 10 

H刊nero("allislIliddendolが V. 10 

Gelltialla triヌo川 var.llOrollllliellsis V. 10 

Platal1thera tljmloides var. niρρol1ica 11. 4 

5olidago "1';，ga-aurea var. leiocilIアd

O川 liυzdastrulIlcll1nalllomelllll var. 
.fοLわiどeJlS
J1.fu!i川IlIOρSIS、Jalρう0111("αaz 

Coptis trtjolia 

Vaccll1illllt uよ:.)'CO山 lIS

GeulIl pel1tapetalullt 

Trientali¥l!llrOρaea var.ω.ctlca 

SρhagnulIl aρiculatlll}/ 
Sρhag. magellanu・UJJ[

m. 4 

1H. 4025 

1. :350 

V. 10 

JlI. G 

1. 2 

II. 4 

]1[， 1050 

201 

Outside 
crowns 

v. 8 
11f. G 

]u. 2290 

V. 8750 

V 250 

V. 91 

V 8 

m 5 
工

1. 

11. 1(i60 

V 41 

V. 380 

V. 291 

1. 1 

v. 2790 

11. 290 

Under 
crowns 

V.4000 

U. 1100 

V. 5270 

1. 1000 

V. 454 

V. 8 

V. 7750 

V. 2950 

V 456 

V. 10Ii 

V 10 

11 4 

V 自

V. 20G 

V. 108 

1. 2 

1. 100 

m. 950 

202 

Outsicle 
cro¥vns 

V. 356 

1. 2 

V. G350 

V. 4350 

V. 750 

V. 10 

V. 10 

11 4 

V. 108 

V. 456 

V. 204 

V. 1952 

1. 100 
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イヌツゲ， エゾクロウスゴは北ゾjj; I.~st!it林下に habitat

をもっ鮪fi{であるが， 7'1;りの大/~~;分はツノレコケモモーーホ

ロムイスゲiti集に共通の障はlであって，これら-r;しいj主

的変動は.r..):s ~l stancls 11司の江地条件の;浜を反映して

L 、る (Table11参!問。

シl工，'l;~に Il1J力士市川こ多いカ"アカミノイヌツゲ， エゾク

ロウスゴなどは，制冠下に多く生ずる。

ノ)-Table 11に従って， Stand No. 201と 202につ

いて.林はJをアカエソ 7 ツ結i冠トと， t!it!i ~i;l) とに分けて

1リi'Hll生の比較をしてふる。ニニでも先述したような，

閉鎖部(樹冠干)とr，rgJtzi(jj(制 11司郎)におけるや~imの ht的

変動の様子を生11ることができるが，エゾイソツツジが削

冠下 閉鎖[おにもμく繁茂している点l工法日にIll'トJ-る。

ホロムイスケ1主1，I，i深i立を通じて，ほとんとたはないか，

ヤチカワズスゲは樹1I町市 開放出に多い。サンカクミズ

ゴケ，チングノレ"<， ツノレコケモモ， ヌマガヤ， タチギボ

~h~以内の森林lt"f 7名の林川~hi'[物の '1 起を決'どする ~IJ~ と

しては， 1'11冠1)'1外の¥l)'L;:止の渋よりも，品本的のliU二jJ‘

1)に上ってってする¥/.J也の土岐ノ'1，分条('1のノ壬の }jが大き

く，この場合， 1弘光h([物であるエゾイソツツジが，樹冠F

i二多いのはホロムイスゲヘうヤチカワズスゲなとより l工，

A燥地~r"Hむというがi 況のぷわれであろう。

V. 主要種類聞の共通性

Sirnilarity coe伍cientof rnain 

bog species 

i:&It，(I)~ ，こ l没fLした 102 コの )j)[;1ヤ (1 m2)の資料iこ法

ついて， (子，1;Ilj ~h~)~Í{主主主 8H\主iiVニついて，それぞれの問の
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Table 12. Similarity coe伍cientof main 8 bog species 

(、arc.r{ill/o川 C.l. 

Schellchze!γa j'a{ 11 st ris 60.52 S.p. 

RhYllcho、/川raa{f，，， 74.57 55.:11 R.a 

1 )rosera rotl川 dijo{i" 51.(;1 20.28 70.27 D.r. 

Carex Illiddell正lorffii 27.52 77 .76 5:1.54 49.01 C.m 

Vacclniu 111 oxycocclIs 50.00 27.50 6:l.9:1 70.10 67.25 ¥'.0 

Hosta rectUolia 48.21 27.27 6:-¥.07 f10.95 72.72 68.96 H.r 

EriojらhorulII 'l'aginatillll :l:Z.88 22.58 42.:10 5:3.1(; 54.7:1 66.66 57.14 

C.l. 

-
T
 

U
川

C.m. 

Fig. 6. Illustration of CZEKANOWSKI's 
similarity coe伍cients of main 

bog species in Ukijima. 

c.l.: Carex lill/osa 

S.p.: Schellchzeria j>a{llstris 

R.a.: Rhynchoψora alba 
D.r.: ])rosera rotllndtfolia 

じm.: Care.r川 iddendorffii

¥'.0.: Vacclnilllll o.ryl山口(S

H.r.: Hosta rectUoliμ 

E.v.: Erioj，hοrlllli 1'agll1atlllll. 

共通係数を CZEKANOWSKI53)のよに法つL、てね:1:した

すなわち

Similarity Comdent=2f ×1()O 
α十h

11.a. 

て司 1，I，jN(のともずみ関係が完全にう交すれば、係数は

100ーであり、全く ーを正 U(いときにl主Oとふる。

川 IH 品，'i~~-:':-}OJ、すれば Table12，また|刈'J;-thl工、

Fig・Gのようiこ/(る。

)<.及び|刈上 1)、共通liJf系企次のWi1，tでイ古川'Lてなる司

JI{ )函Il¥H系+仲・ similaritycoefficient = li6.00-100.00の

11¥J， Ji{i創立，j(;系十十 coe伍cient~ :l:l.OO-65.99の11¥]， 共通

I対{系十・l.00-:12.99のl1t1o

共通関係十件: ヤチスゲ ミカツキグサ.ミカヅキグ

サーモウセンコ、ケ;モウセンコケーツノレコケモモ司ホロ

ムイスゲ ツノレコケモモ、ホロムイスゲ タチギボシ

ツノレコケモモ ワタスゲ:ツノレコケモモ タチギボシ η

H(九1+11互問に)1えも[広く共通関係全もっているのは， 卜

~ièの fjlJ 力、ら， ツノレコケモモであることがjぅ力、るのツノレコ

ケモモは，ヤチスゲ，ホロムイソウ， ミカヅキグサ以外

の4H¥'mとは'i;f;;こともず九関係があるニととなるつ
共通関係十十・ヤチスゲ ホロムイソウ;ヤチスゲー

モウセンゴケ、ヤチスゲ ツノレコケモモ，ヤチスゲ タ

チギボシ，ホ口ムイソウーミガヅキクサ，ミカヅヰグサ

ーホロムイスゲ、ミカツキクサ ツノレコケモモ，ミカツ

キクサータチギボシ.ミカヅキグサーワタスゲ、モウセ

ンゴケ ホロムイスゲ司モウセンコケ タチギボシーモ

ウセンコ‘ケ ワタスゲ，ホロムイスゲ ワタスゲ司タチ

ギボシーワタスゲ。

共通関係十: ヤチスゲ ホロムイスゲ;ヤチスゲー

ワタスケ‘;ホロムイゾウ モウセンゴケ.ホロムイソウ

ホロムイスゲ;ホロムイソウ一一ツノレコケモモ，ホロム

イソウ タチギボシ，ホロムイソウ ワタスゲ。

以上の関係とぷおよび|叉iから， Hil紅l毎のむすびつきを

えると， (也種11司のむすびつきの肢もりれ、のはホロムイソ

ウで， 11主的はヤチスゲとミカゾキグサに++のともずみ関

係をもっ以外は，残 1)他陣とほとんとともず;l，，1¥i，J係をも

fニ;':，:¥，、。

(ll.L aおよび bは一つの }j111j"I"I'， }fの係先!のどれ

か -}jのみ存在する方)1:州L数，c lil，l，j符ijl〈存する数。

ニの CZEKANOWSKIの similarityιoe伍cient11， 

結)ふ GREIG-SMITH54)のいう通り，“および b{If(の全

存在数に対する ab共存比ということとなる。 したがっ

5:1)， 54) GREIG-SMITH， P. 1964. P. 137. 
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他行ツノレコケモモは， 十件。〕とも寸04\~lí系企/~匁とした

H附mのうち‘、j'放の 4伺H!司すたわちモウセンコケ司
ホロムイスゲ，タチギボシ tnひワタスゲiこもってし、る η

ffすびつきが~hj\. 、の i 主 lìíl)'~U) ホロムイソウ五げであっ

て.ヤチスゲ‘ ミカゾキクサ Jなどと，¥，(、1:¥こともすな|民i係

，そもっている。

ホロムイソウとツノレコケモモのこのj企L、は，その11え，I!自

1¥・11，'rJil!条1'¥のぷであることはもちlfidのことであるが，

|い1什，;J制i

二Jん〉川tに二プノ什¥:.l噌 iを，v，1工 -}jではモウセンコケイf介して，~

~!l~ ii'I純ltfi'併の'¥'1ニ刊行する -)j，ホロムイスゲペコタチギ

ボシのような大巾IJjji\物 li fi'会の，\，でもノU，fjの JM~左('.f:}~:H%

ノイ

11 

Legend 

l間 2~ t皿 1目
πτ司 『予ママ t虫、
1:::・・・:1 -1 - . 1 けグ予(¥下、
1・・・ a・・・， 1 千 -f' I 自 '((( "¥、
!::;::::! l，f手 f-! ¥sベょ三》
にじニコニ Lー一一:J ~ 

1: l<hYllcho、ρora-('are.r川 iddelldorffiicomplex 2: Sph叫 netumpapil 
losi :l・ ('are.l 川 iddelldorffiitussocks 4: ¥¥: et or immer日 d de-

pression 5: Moist or less wet depression with Rhy山 hο、toraalha 
(j: Sj，haglllllll aj，iclIlatulIl etc. with 11ィハtarι tifo1ia 7: Care.!' 1illlosa 
出》じiation 8: Individual plant of l'i，山1g!ehllii 9: Pond 

Fig. 7. A ]lart of the pond complex in Ukijima 

l¥llll 
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るとL、う ，;i品合))の汗 iこ〆lとめるニともでき上句。 4そを Lしノて，

i卜牟二:)述4也~oの) -~三宇つの!仰i悦H礼"点l

においては，よりiXいうl'1IiM(¥(もつ何日lである，こ)ぇ L，

ツノレコケモモは)ム~~凡うy イい寸る何!烈l-とあると L 、うことん、ご

きょう O

ヤチスゲではホロムイスゲとのともすムIY<W品、)1よも泊

L 、。ヤチスケ1主~h~山 ihr: hj(; こおし、て MI)jlltU五日)--)jのけ似

合代JぐFるやE匁iであり，ホロムイスゲは父1，IJtni二(山}jの
i生協を代).;:するものであり， jll，j，viのJI、{川:1係が，ヤチス

Legend 

ゲにあってIJ:.， )IH氏の係数でノl 、 3れるのは~LJ然のことで

あんう η そして司ぷ Tヨ上びl可!ヵ、らヤチスゲーホロムイス

ゲの!民I(之/(1j!心i二Aて久ると，ヤチスゲ，ホロムイソウ、

ミカヅキグサお上ひモウセンゴケ;土，らMI'I!;/)丈mする
1つの!日企ノj、L司ホロムイスゲ，ツノレコケモモ司 タチギ

ボシ，ワタスゲl土、それに11:.べ司 1;(::1'11頃I(IJな'1、すノi1つ

の1t(企ノl刊¥そして，'l':i::'，;'(しく分析すれば，この二つ

の1:下仕('iI)I'-tるようなうよイ114どLているのが， ミカヅキグ
サ，モウセンゴケーであり， 主たツノレコケモモである。

I関富田 1回目 Q
1: RhYIlc![{}.，tora-Care.e' I/Iiddelldorffii complex with C. (，川イλ.¥'(l :2: Sphag-

netum papill山 :1・ C 川 iddellど!or.L芦 tussocks 4: iVet depressions ¥¥-ith 
C. li川()sa(C)，ぷ、hl'llc!l'::eriatal/ls/ris (S) and 1<.. alba (R) 5: Moist or 1明日

wet depressions with R. alha (j: Pools 

Fig. 8-}' Alignment arranεement of ])ools on a gentle slりpeand a 

part of the re日enerationcomplex in Ukijima 
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Fig. 8-2. A pro五leof the vegetation along the line A-B shwon in Fig. 8-1. 

こうしてふると， it(;'長t:iJの j~~\'clt とし、うものは， fr[(そ

れぞれの行ofUJ合法ィ¥1"ニλてくると， ~)}\こあま L 、となっ

てくるが， このことは[I'(tコに lth存分加のイ~"Jíj~I'1ーを i 'i j，ど

することと l主ならない。分矧単 f-'.ιの j~~\'(tl とれい 1::1 の

刈次(1り移行，変化は必らすしも111容れ/C.¥t、もので:ilない

からである。

VI. 池;唐および pool周辺における
群落の配列分布

Arrangement of communities 
around ponds or pools 

[也j!JfあるL、ii.pool J，'，'J辺i二行けるhi'l物ltfi'長の配タIJjHli

状態:iOSVALD が Komosse で ìIJl~'iした H/jíf と大 /Tf

よ之L、。

池濯の場合引，tji!nU~J( O)! ! Iリミ川ニプEi主ずる池iil(にお

いては，概して?iiJIJJ(Hま/í1~)，す伝わち池ir，lfのiYHまは L.

flJ、iこ'I{'!tり卜ρ:っていて， iJ日J)<Lo)夫1(lihWj古もl画!川とな

り‘アカエソ♂ 7 ツのHii存(1析!l)泊、?とj主してし、るつ そニ
て;主‘アカミノイヌツゲ，ヒロハオセ、ヌマスケ¥ヤチカワ

ズスゲ，ホロムイスゲ， ;!ちるL、iiヤマドリゼン 7 イ Jなど

が収支L，地下ーで はそれらの何J'Ilの似やj也卜裟(恨主)

が多様a二織りな Lていて， iJ己!災jの緊迫化合(足j正してい

る勺 これに対し1:紋印 UUlil，l(の北紋)ii，主にミズゴケ

ヤヤチスゲ. ミカヅキグサなどがIljめていて，その物J11'

lドル時j白状liijX.川よりi主るかiこゆるんでおり 11つ似い。そ

il.llえ仕J世はー)yj多ihr.1ヒしている。

この上う /(1山il)fl，'，'j!立i二おけるhi'l物lt(i';'; 0) I~~タ 11 う〉イliO)

55) -~i 1，(0] )1¥ 会 liiiil:.196 n 
51i) Osv ALD， H. Oper. cit. S. :287. 

出合ノJ'したのが Fig.7である。同にみるように池伐の

Irj紋は土n止に，そ Lてそこにはアカエゾマツが点在し
ている。 j!yから~t Jj )('Jiこ則るにつれ ， i也ilif伴にはミズゴ

ケ ltU存，入ìI'.状の f~:/l( 1(liにはヤチスゲjt行併が発注してお

り， ミヅゴケJft， ミカヅキクサ1t"(i存，ホロムイスゲjr(ィ為

の'iiSJ-(lIlil1i寸ピ];11る二とができる。 l記!日〕イinl斗および:イiJ::

1:，'J¥i二f'il、て，ホロムイスゲ日)filllとせる長生州、が，ある A

"じ }j l(山二、v-í i: こ?と)H ている 1見匁はìUl~('~する。 J也ìr)f

からkiHhtゴl¥:IIIjJlli-でl工，浅いi:ii;I(J也にミズゴヶJWがふら

れるが， i-!g: /j(合もに !l~ とニんにI ì.ミカヅキグサが多い。

Poolの場合 Fig.8-1 iこf孔、ては， poolsの円以IJか

功、i二|ズ|の'1'央以下でIi.， [1'1不良I'i'J内己ダIJ<をしている。 Moss

ve♂etatlonの池jJ!¥f}i(i"(小で也ilHや pools7J;:inlIliiHjで
は':í'，'::j*ぶこ ?í~ って[1'(総IYJ門己刈合なしているr;~匁は，内外

のi:l~ I~í\ ii)l'5'eflじりにしばしば枇われてくる55-59)0 ~~j\l:':j ~ll~ 

llj〔のfjlJは'1':たi;ljl十i:i，liilil二til~で l'J られた{子IJであるが，これ

は得て Osvald が Slattmoss の池ìl~ml合体の詳細凶と

して示した1><1に大変良く似ている帥)0 OSVALDは池j唐

惚合体とLtこが， tJ¥(lj (h~ I~í(の本fji]lì.，むしろ再生複合体

における例と考える。ニの復合体におけるILl現陀類やjt(

r存 4プスえると'/;~'fl !J: ì:~;:: 水している pools においてi主ヤチ

スゲ，ホロムイソウが多く，ヘつやiS;，吋:i::;]c)也ではヤチス

ゲ， ミカヅキグサカ'~~く，ホロムイソウ ミカヅキグサ

ぷjif民泊、比一Jl1iとある。小[IIIJ也とl12められる出分て1工， ;]( 

íÆ~ ュ Ocm であるが， ミカヅキクサが一!1131催勢と/生り，

ヤチスゲ，ホロムイソウは減じてくる。 poolsの1，';1iLI， 

5II SJOERS， H. et al. Oper. cit. p. 183-18/1， ancl Fig. 1. 

581 RATCLIFFE，]). A. and ¥VALKER， D. 1958. p. 41()， ancl photos 1-4. 

oYi BOATMAN， D. J.， and AR:¥1STRONG， W. 19附.p. 1:l8 

(均) ()SV ALD， H. Oper. cit.ド1日 59
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妹、に¥'まii-I~ ì こ i 主 1山 J，ifの l&~{fと)ええ、j;ニミズゴケ イボミズ

ゴケヤムラサキミズゴケ~(-ドーとする小問d'<;iJ、Ir;IJ比されて

いるつ

pool 11¥1の111'i'¥'.I1， ¥ :，;ら1)ょう u二ミカヅキクサ会主体

と -t る ii(i'会 C 司大 ;'í'I;~j'"IIJ.d) られて L 、心泊、)/a; j)-(ドJi二ミカ

ヅキグサとホロムイスゲの凶{， /í:l~ があり\l.，î i 二 pool討

の{{II:L ，¥ ， 、?は¥1¥II;:(¥U)'I'リとより L、1';';1:)でi主ホロムイ

スゲの it白石7う;jJ'~IHI Lて、全{小iこi工ミカヅキグサ ホロム

イスゲf'&{i-{本と江る。 LかLホロムイスゲのjia料、υ))C

1主(工， こよでl土，;í~ りMt!汗 C ，な， '" 

VII. むすび Conclusion

ぷJ: ，!パ !1~ll;(li ，その it 千i'r;~Ili&にお L 、て，'::jj';'IMil;CI'I二の i:f 必

仏大 /';:!j';}tr'~;めており， しかも 1~'lj)r，'，i{!( ð. H;(!人JIこは大小の池

法カh多いo ih~以内ーでは，それぞれの itUね主，微妙心変化

-4'るi投j也11れニIL仁て， モザイクlhニ内己タリ分介jL， L ，17リ〉

る阪{'if小iru高としてJ巴Jがされるの泊、むしみ出jllIである。
ニのよう I~[惚合体の三主主主/な同日1 については， ItU二

OSVALDの，JLいuJ¥'先がある。

第 I¥"，¥i:で，i己&したi引;:j{!H~ I~í( の，;Yinf 焔i二ついて， i，見合

体とのIYMih~~主51\! Lてんると，へil.tらのうl'Jiilでli，I也
jl，l¥l反合{本 (pondcomJllex)， IIVH反(i{本I，regeneration

complex)， f本1¥ーまたlif止蝕複iiiノド IStagnationor ero-

SIりnじol1lplex)いよひ}i;1紋彼{i-1小(l1largincomplex) 1/) 

4つが¥)(¥}IIされる。

池j唐複合体; え主な池iljfと， lI!iiこその'I'iニムられる

iJ.，I;，'jによって，hWIi立される。 i'{.，!;，lji;ll~I~;(の 1也i!，IHi 大きいもの

でj主任約 40m，:hj，i自')10 m， 1ド r:;~ 1-:111l iこ1えぷが，

IJ、さなものではH:hif五JI.;111l1iij(乏で，円Kij巨もヨ)cm f立で

ある o ;J(，¥，には Nymphaeetumletragonae，エゾヒツ

ジグサ ir(~iが山川L， }!;J紋t'iijiこlヱミカヅキグサ イボミ

ズゴケ)州tr日二やヌ 7 ガヤーミカヅキグサ;!，~irfi.tが発j主す

る-}J， ヤマドリゼンマイ p アカミノイヌツゲなとのii'/i

本mのμ人， アカエゾ 7 ツ川/会の成、'(，乍と泊るノkられるの
iJ.，(，'jl工，一対主iニ?!{}~~ /11:のhllij:(二学Lいことが多く，ミカヅ

キクサ合主体と「るホロムイソウーミカヅキグサilげ、や

ミカツキグサーイボミズコケ)，~itf11以とカ‘首過である O

再生複合体・ 依1\l1J也はその i.:\~:Jjc ~\):!n~ vこ応じてヤチス

ゲWiri甘、泊、ら始まって，ホロムイソウ ミカヅキクサity

官、|付の何々の)，~itr 司、合ノ i ずる泊、リI~ 'í'J(ドj で1L~も 什宝的tt
のはヤチスゲ ミカヅキクサーサンカクミズゴケぷ!r(

U.:，ホロムイソウ ミカヅキグサjμrr集である。チンク
ノレ 7 ーミカヅキグサjたitflJ、は'，1/ら次のF}Iu休 hニlえられ

6]) l'iI，"J J!l ーliiill¥， :!()()よし

るわ 'Hif，，~J也 i 二 l 土、 イボミズコFケ)去iif昔、ずやミヅカキグサ

イボミズゴケ)たiif保全ふるヵ、，降，¥出こはノi'1つの的奴!

があるつそれはホロムイスゲヵ、形成する長ノi株であって

)C)主カミ19、Jbj{iiこi工、 ミズゴケの小隆起より汗しい。ホ

ロムイスゲ政'UtlあるいばそのJM辺トソi1jO)ミズコケfoi!

::t，ホロムイスゲのl'メ¥， '!iS~~のために ， };¥jg光線からilit

附されたI!;となってほとんとれIjjヒしている。わが11'.¥にお

げるミズコケJH二が， I吹川十C(牧(Iiされる似!のように，リl門l

!'I"J な íUí~企ぶさないJI\'， I\I には， 1つに降水lilの多L、与

と61)泊、学:.rられているが，ホロムイスゲのふ1A.t"tのもた
らす効県も lfっているのではなカ")うかの ilVL俊合{1;11

{'1 rij~!，~/J;(で以も fム L 、 IMfÙ~iliめており，舛然、"にこ '1' 央川'í1

う兜q叱町J川川ι';1出;に J符;与~L く， ニオL土ミカヅキグサーホロムイスゲ俊介

{本で点王t!，するのが， 1UMl i'1'Ji こ i主~~もよく泊合している。

休止または侵蝕複合体. チングノレ7'， ハナゴケ匁l~

主{十;とするltυ名，チングノレマ ミカヅキグサWitf保，チ

ングノレ 7 ホロムイスケフ長引先， チングノレ?ーハナゴケ

J¥tJ，¥; itf ~:が主体と/工る。 i'，':jh"-':ih~l}íl におげる holhl\\

hummock cyじlicchange 0) 11ぷ引別枠であり司 ミズゴケ

J'i¥I:tt，lj化 Lて，ミズゴケ判iのIJ記長の作If会合物llffっている。

111'; )(II'J にi工， チングノレ 7 ミカヅキグサ)，¥;!tfifの，'，:)1山i1

q/J. I~Ç る fJ~\ \lJ;!):;'iê'止するにすぎないか， I，)j }，，: II~i二 l土山本 L

また¥iIf'IIJ;J(はカ、なりのi七さでj也夫Iili合移動する点iJ'ら，

lくkyj のf1 fcl:が行たわれていることがjfí 't，~ ~れるの

周縁複合体 iJ.t:~jMh;(をとりまく川辺の必 1't li わぬ工，

主としてアカエソマッ チシマザサHfi'弘同;J(l1rnなと
ころでダケカン川 チシ 7ザサjru与となるが， )，¥1**複合
体はi!I~J也性のアカエゾマツ林のソデ Hfi'名的再配として，

エゾイソツツジーツノレコケモモ ホロムイスゲぷirtlliゃ

ヤチヤナギーチングノレ 7ーホロムイスゲiH(f，jとなとがあ

げられる。そ LてこれらのIfU長は，通例ミカヅキクサ

ホロムイスゲj具合体とJi0L， ~にそのl1iW'i\\:で l :t， 1付れ

の出イヒが仰すJをされるのである。

I引:~ji!I~II;(O) (:jj出!1~II;Urfî'r;の Itりけで，f(唆なミズゴケ lrh'~

;主が011)サンカクミズゴケl，t)i.r':'I)lt(i'九とイボミズゴケ(ム

ラサキミズコケ)I qi 1，，") J irf;おとなんう。

サンカクミズコケl工、池#，似合体やl!f'IJl:i:合体で A般

IY-Jであり， 1\il生形成 l二 In_'~ーな役万Ijを ~Nこ L てレて，向"!

J也のヤチスゲ，ホロムイソウー ミカヅキクサ々とと結じ

っくっサンカクミズコケにHIS自して'1'，ずるものには， I世

SjJhllgJ11!1ll dl!川 liii=SjJh 川 ajl/s)ヤアオモリミ

ズゴケゆlIa良川ll}}la川 fの'jJhY!!1/1ll (=Sj，h， jlC.liI OSII 111 ， 

がある。 しカミしi長 '..&1工，jij!，ぜ孟と h'((ドJiニ悩多うでなL、c
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ミズコケJilのIf予1;見i二以も'/;ylJしているミズコケは，イ

ポミズコケとムラサキミズゴケであって，ニ才1らのミズ

ゴケとミカヅキグサやモウセンコ舟ケの結ひっきのよさも

l:il:n，誕祭される。イボミズゴケはムラサキミズゴケ

二Jtべ，分イIjM~は広いようで，サンカクミズゴケカヰl三寸

るような，多iq~な{民IIIIJ也にもは:1]されることがある。サ

ンカクミズゴケがI也1麿の ;11紘kこ(\n'名 ~lf)1;比するとき tt ，

比J也 iニ I~'J って，すなわち I也{府の '1'心から i主心)JI~'Ji こ， i'l計

(>u::jさをましてけ〉くヵ"イボミズコケヘうムラサキミズコ

ケの場合， If0i出状i二 :~I，;こ，'，五くなるぷは，鈴 A(62) の八中 111

IIIO'jÉ蓮i!lì!J1l llj( での-{~!~ ;~-1:と l'iJ じである。イボミズゴケ，ム

ラサキミズゴケ以外iニII，アカミズコケ，ワタミズコケ，

チャミズゴケが小)見1~;二潔，'.1乙するが，制祭した Il( りでは

チャミズゴケ泊、古えも!日'Jlイ立i出二tl:Jる。

ミズゴケイピ主体としたわが凶ih~llj (jt(併の分以iニついて

よ可 八'VIJlIIIおよひFu似ケIlj(iこ判十る鈴 A(63)， J)n!lll・鈴

木61) のli!I允がある。同時'il ケ )Jj(では ih~)~ì(のl不起l自iの f.:;'~i:

ij':;tキダチミズコケで占められ， {山il去の位化はウツクシ

ミズコケの緊戊iこよる。 ミカヅキクサとがiびっく催，'iミ

ズゴケは， iY:l、処でi主ハリミズコケヲ小1:宅起の 1'.ではキ

タチミズゴケであることカもら， 品，!l1いjヰdA¥はミカヅキク

サ，ハリミスゴケ)点ltiリ;とミカヅキグサ，キタチミズコ

け，~lt( 丸一ぐと I~G)~ したの

ぷ，1: ，ljìh~JJj(では， 1沈j主のようiニ，その隆起:1，イボミズ

コ'ケ，あるいはムラサキミズゴケiこよるのであって，こ

れはt:iA，u)l 、う 州之n旬!nUJj(の十1怖から外れてい!(い。ま
た，ミカヅキグサと結びっくミズゴケについては，池山

::¥jの低IIIIJ也でサンカクミズゴケ，小l:iA起でイボミズゴケ

かムラサキミズゴケである。池j唐の|注化が!ffiJj.， 水i栄泊、

(託くえる場合や， 1ヲJ;J，)j'x，多MJ也i二h(んでサンカクミズ
ゴケが'1:じる作'11主、 1 子Jι ~j ~!!~JJJT:以外 u こ， 八rpUIII iJi;i{lM 

l~j(65-66) にはられる。日，~Ilí( ミズゴケ件係の生態では， ìf

L ~j ~ :\~.I ~í(での1I1l.祭は，八'[J IIIII\\!，Ulí(の r:);己，(，~~lfの観察じ似

ている他， GAUTHIER67)がスエーデン」じ'(j;Norrbotten 

~1rJl.察したもの wこも知似している。 北欧， :%1 "1や足掛i!ケ

11ilで， ミカヅキクサと結びついて小川j也における主1&約

であるキダチミズゴケは本ih~1ポでは見:1\されず， i日って

その役'JiU~ サンカクミズゴケが受持っている。

フローラの←上:からみて1手山 i~1京 tこは， I司令if毛あるL、は

没:砥;がたく，またう上{Id'.特記すべき径類、も存しない*

global scale で i挑める H号本ìh~1ポは際!日j 1，OOOm足らずの

，'，:jt¥lJ.であるとはいえ， )χjパ(~山~ll{凶uJ4μs1ULJ|陥í; (1日55幻7.6m)やE史Eにlは工まfたニ

大笠当i¥は山11凶主

いわレけJ>るri有山M物や，'，̂:jIIIM版あるいは雷同純物などは，

チングノレマ全除いては皆無に等しいのも奇妙な現象で

ある。

i!， ~IJj(~{(1'.構成種は一般に，こく I:Rられて L 、て，ほとん

と， r~{j h'~'t{1[~)ff!要ぷ乃やeは I口'j Joi'，:ih~ Ilj( 'I/ t:11自物からなっている。

したがって， 1t'f{再構成何z知数は概して乏しい万であり，

また単純である。このJ

A以えも4本三ご'{'民F氏i的カか‘つJ人広s去主イ本卜[的内F純長F矧{良1一際徴干桶信， ， rr~7J ljf'五なと Iニ l )tl し

て からなり¥'，.っていること合意味しているのであり，

加えて人出以時がほとんとなられ，!.J，ミとは， --jJ，'::iの:t<
1(lii判l統合除いて一人為吹ぷの泌在がみられなL、利点とし

て， ltU佐U~'字的i二本 i!， ~1日(の学術的Ílllill"[を ~JII'1大きくす

るものと考えられる。

jtHMHi! ['.，本 i!I~I)jü'illJ 乃ヤは村1Jのmi'名はみられな

L 、泊、 IIjfャチスゲの比，f(が大きい，ホロムイソウーミカ

ヅキグサ l\\{~ミ Scheuchzerio-Rhynchosporetum albae 

borealeと， ，::jJ也1生以!iilの丘、味合介めたチングノレマ ハ

ナゴケ知jtr保(;('/{川 CladuniaAssociationについて

は， 本~h~JJj(合タイプロカリティーとする。 もっとも，

Scheuchzerio-Rhynchosporetum albae borealeにつ

L 、ては，今後の絞Hを必要とするl自iもある。 KNAPPが

ミカヅキグサ合計111際徴舵にあげ， Rhynchosporaを除

いたヤチスゲ，ホロムイソウ (Sphagnumduseniiの加

わった)で Scheuchzerietumpalustrisとして，北方系

の 1~~jK't~!t~ゅの{氏J1'1J也~((物 lti 落を代表せしめたように， ミ

カヅキグサf'，'ホロムイソウの分イIJJ成が広;沌1mにやーらない

}，r川、らよなれば， jti集内容が，ホロムイソウ，ヤチスゲ合

'1'核と「る見解は，北i似j立の場合にも適合するのかも女11
れない。 KNAPP の {r(協が抹Jtl されれば手，(~î 1~位以の

'1) ラフト jミシク→}.:土 11下，わが|司で"Hーの，)(J也であるが，ホシクサ郊の分JJ[や地耳目分{¥iについては米だ不十分

なf主計5なの C:.'， 日lニニニで:tとり 1::-)'なL、。

11"1 鈴木只 1941. 15以

，;:¥1 鈴木只，iijll'，

1;41 #/，i川)i!:1i・鈴木兵二 1954.498 ].'し

州 ，'i )1義次.，'i lil，J JI， '. 1940. 29:i京
/;1;1 鈴木兵¥，iijil'" 12 fし

'ii) C;AUTHIER， R. 19付Rp， 121. 
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ρ'Iceσg/ehnii -Ledu明 pa/usl即
ル配 (or llex crenata var.) 
C. middendorffli 50c 

+/(¥  
Myrica ga/e悶に Osmundast口1m_ Ledum pa!ustre 

Gρθ庁tapetalum-
G. pentσ'peta -_' Clrma moη7eum . Var. -C. mldde吊70-

C. midde円d町ffliSoc ↑ 川 var 50c 山口C

Geum pentapetalum 
斥 a/baSoc (Sphag fuscum Soc) 

1 
sρhog. papillosum 
50c 

! 
R. a/ba-Sphag 
paplllosum Soc 

J 
" Scheuchzeria polustns- R alba 
斤'hynchosporaa/ba'Soc. • Moん刀IOpSISjaponiισ 

1 i 
(Withミρhagn叩 ) (Without Sphagωm) 

i j 
S同agnum士二平Carex11mんおc
中山m----. ↑ 

Nymphaeo tetれロ'gono
聞におc

Scheuchzerio-Rhynchosporetum albae boreale 11， 

iYX:の Schecuhzerietumpalustrisと¥liJじものとなろう。

|同iじように， (;eUJJlρelllaρetallllJl-Cladοnia Assoc. iニ

l対しては， '11;~; I協らのワラハナコケ シモフリゴケ1r(i長

(CladoJlia arbll scu la 5S p. beringiana-N.!WCOIll it riu III 

lanllgiJlosulIl Com.) と多分にJt;'JlVI:をもち， hi'(lr.1¥4jと

しては¥liJじ'¥')1こ属するものである。 111代Illi~I~ltí( て、の，

ネハリイ，ショウジョウスゲヘbイワカガミ，タテヤ 7 リ

.Geum pentapeta!um 
C/ado刀IQ50c 

んの'1St

C limosa-
R. albo Soc 
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ンドウなどのと共通NiあるL、11;<れじゃifjO)存{+'I主t認められ

tn、が，チングノレマとj也火如、の後(fr:ytがtlir:つ}，1，1、で共通
Lている。このような煩似のh((物{iNr;が如何なる群集iこ

まとめられるかは， 11昨今後のum1iである。
i~I~I~U作活のような不'i;;，'人E村]あるいはj(Í'f吾作!の Hh存会取

りぬうに~'Íつては， ¥日11時にその推移の系列lに考慮を払う

ニとが必要である。 Lかし実際には， MIヰ{推移の)11究11

単にj也上IUIのみならず， J也r，';j¥に hける過去納生の se-
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Fig. 9. Schematic outline of the principal features of the 

hydro-hygro seres in Ukijima Mire‘ 



ρ、UM' .-;0 

Fig. 10. Schematic pro五leof Ukijima Mire represented by principal dominant 

species a¥ong the line N-S in Fig. 1 

A: Picea ，~1ehllii B: Sasa Imrilellsis C: .¥1.'，'ri正agall! var. u)}l/ellfosa D:λIοlilliο，psis jal川 Jllca
E: RhyllcllOspora alba F: Care.x 川 iddω，"フ川Ildゐ伽"ルlo!οo!川rがjJi芦 G止 Hοωsu“tい n!，ど白ct吋!.ぴLゾf向fol.向Jμ川a H正: λωryn川11ρμha ω fωどd山tμP口I刊z硲ψιμο仰11凶d 
var仁.t比etrag，οlIa 1: Cω-γc‘.r‘ li日川11川110ωsa .1: V.ア山

L: Pluυrag川 lt出 COIIIIIl/lIlis M: OSllllllldastrlllll cillllalllO川町""var. .fokiensc 
(A， B): The Picea glehllii-Sa川 kllrilどIlsiscommunity， a forest around the Moss vegetation 

(C， D): The (;eu川 ρ<!Iltaρctallllll-lilyricagale var. soc.， a fringing community of the Piceetum 

E-F: A part of stagnation or erosion complex 

C;-I: A profile of pond complex intervened between regeneration complex dominated by 

(、川iddelldOljJii

1-J: Regeneration complex with the Ledo-Piceetum glehnii intervened 

K: Another fringing community represented by Lcdu川 pa111st!γvar. dh.ersipil川 lllll

L: The Phraglllites cοIJ11I11lJlis sociation on 1aggs 

M: The Piceetum glehnii with 0川 1I11lldastrlllll

S: South N: North 
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quenceの主1I~~々 L には小i1fii8である。 1%7{jの，OMf仁で

は， i!i~1五{のボーリング念行/(J)/仁β、ったので， --1、:{告では

1 I~ (i{liこtiU多系列I;j:ノl、すニとi工さき/i.l、。 しかし，JjL'HO 

'¥:の脱匁luij)‘ら hydro同 resIニ1¥11ってM/会変化合ノJ;す~

ことができる。 i'[.，¥;:jihf. )~í( ~こお;十る bEのようえ hyclro

hygro seres ~.: 'Jヤ「と Fig.9のよう tこ/c00 もちlsit，

この災、11ニ系列の'1川こはi¥O)jil工作系;I¥iこJ;話するものと，

hollow~hummock cycliじ changeι以するものとヵマr

まれているが，本(殺とはlYi二lメJJIJLていえい。また{'f.II;，
r
j

MI日\'1' 央 i'íl~ほi.U仁一|十jJjI('J の I((*~i二沿って， ~((生会化の

慨{山;j:ぶせば Fig.10のよう iこえるο¥，，¥で (A，1う)I土)，';¥

j立のが林lth'併であって，アカエゾマッ チシ 7 ザサl刊併

であり， IC， D) iíi;l :t i!I~I~j( 斤H去のソデ Hh'ちである，ヤチヤ

ナギーミカヅキグサ)削r(¥j、'1';;Z "7ガヤのやや多い川分で

ある。 E~F Ii~は休 11 ーまたは Uf:iHJoj{;-(.小のイí1;が乃Lわれ

てfi1) ，F 0) ホロムイスゲの多い IIJ'ト.f~合 (f ;j: ìJ]jって (C ，

H，I)のI山{府阪fT休に寸1るの Fig.7およc.1"Fig. 8でノj、

Ltこ{j¥¥J1'UI主司 この F~じ I(liであるの j;ß 'I' ， MI~;(IJ'J のアカ

エゾマツlt(;長 (Ledo~Piceetum) fC¥て K泌す tdフち.It

tまのソデJr(/i存Jこ刈注する。 )lj，Ji!I~I~j\ 1，'，1.;11のアカエゾ 7 ツ

林となるが，そのうち laggの1;1-;;斗合ι1:itたる山:Jιニ;工
ヨン泊、Aられる。 ir，(:i ih~ )Jj¥ l1((ノ Lの ~\l もね倣(!'Jtçlrr;品 向

mの門e，;I¥0:'(¥:I:t， Fig. 10町二よってほほ 4

ぷ全i二;J、主れて

L 、ふとは倣されるのとあゐ。
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摘要

1. ir ，(:i i!I~Hj(はよ:iai';j' Moss 、egetation (， :':j 片I~I ~ll~}}Ì( til'i 

'¥二) 仁りなり， ・ ì';i~に Fen vegetationィをなる。

~. (hf. )~Í~の lrfí長うよ~Íl iこおいて， 10 lt円、， 17 !，¥lr下位泊、IIZ

められる。

:¥ 本 i!，~I~;\ 合 type localitうと「るlt(集は，次の:¥lti 

性、とある 11)Scheuじhzerio~H.hynじhoぉporetumalh町

borealι /，:21 (;{'/1I1l J>eJ/taρl'Ialll/}/~C 'ladoJlia associa-

tlon， じり Ledo~Piceetum glehnii. 

4. ~;í!ln日〈の，~;;jJけiMltj(ltf/;';1工， ~tJj ，\;jJ也)íiJ. O)ltυルとあ

る。ニれらのlrf終日)!ffiiJ'見HiI工， 人為 ，t主主や !~':j/I/Jl i!u~l~í(外喫

ぶの混入が{''r1ll，l:i二等しく、 11 えも:J，t.;~， nりな l'、r各 'dシJ; Lて

いる。

5. 1~':jKI11\{h~ltjしでは， Hh'九の mosalC arrangement tJ' 

W土的であり，各杯zの復合体がI認められる;池波複合11;，

¥IVt複fT休， if:ll.あるいはμ蝕複合体， }，'，j紋復合体。
6. CZEKANOWSKI の similarity coefficient ;ニよ

り，主世~ihr.以l1ri物 HHlについての係1災関係から， f自似U)

:2 ltfにまとめるニと泊、でき，それらの好関係は，低jllji¥1.
;I~十'1-1"1降起}jJ('jへの lrf 集変化の関係i二、|λ行している c
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Summary 

1. UKlJIMA Mire is a small partぱ theTakinoue 

Plateau situaterl 7 km South-West of Mt. T出 hio

(1557.6 m. alt.1 and 4.5 km North-North-West of 

KAMIKOSHI， centerじd on Lat. 4;¥056'N.， Long 

142058'E. This Mire or peat bog lies between the 

altitudes of 8β5.5m anε¥ 870 m on a gently s¥ojling 

volcanic terrace. 

2. This Mire has some 70 d回 per]Jool討 orponιls， 

some of which have "UKI]IMA" or floating islets. 

:¥. The tourism is showing an effect on this re-

mote bog， and the ve日etationwhich is sensiti"e to 

environmental changes is suffering deterioration 

From the point of view of nature con5ervation as 

well as phytosociological interesl， an ecolりgicalsur-

vey was consirlered. Thus， the author5 conducted 

their五r5tcommunity classi品cationdurinμAuguぉ1

19ι7 ancl September 19悌.

4. In this report the authors have attempted a 

modified classification which resulted in 10 出自OCJa-

tions and 17 sociatio日比 The term association is 



HIO 」ヒ海道大学政学ii1;J日企;紀妥 協7{主 第~ ~;. 

used in BRAUN-BLANQUET'ぉ sense， and the 50cia- and the Oxycocc口一Caricetummiddendor!五 atde-

tion is used as a subordinate unit available to pre出 ionsor pools. The extension of the stagnation 

grasping readily the communities. or erosion complex is extremely limited， and the 

5. The proposed community classi五cationof thi討 representative community is the C;山川 þ~ntaþ('talll l/l

Mire is as follows: (・ladoniaaS50C. which reflects the五nalstage of the 

a) Hydrophyte communities・ The1先/tracho、:ter- so-callecl hollow-hummock cyclic changes. 

JJllυII 'i:'agu/ll assoc汁 theNymphaeetum tetragonae 7. Accorcling 10 anestimation by CZEKANOWSKI's 

and the l'otamogetoJl ji)'l'ri assoc. similarity coe侃cientusing ei日htmain bog species 

b) Moss vegetation: The Caricetum limosaeηァ throwingof 102 quaclrats， these eight species 

(inclucling 2 sociations)， the Scheuchzerio-Rhyn- may be clivided into two groups. '1、he五日tcon-

chosporetum albae boreale， nov. ¥incl. 4 soc.)， The sists of Carex /i川 O川 ，Sche/lchzeria talustris， Rh)'ll-

Sphagnetum papillosi (incl. 2 soc.)， the Oxycocco- chostora alha. The second cosists of Carex I/Iid-

Caricetum micldendorf五 (incl.5 soc.) and the Gげf/Il dl'l/dorffii， Vac<'Inilllll O.l)'CO(川ん !1osta rectijIJ1ia， 

teJltatetalul11-Cladο11/([ assoc司 nov. and Eriophorlllll 'l'aginatl/lIl ancl f)ros(!ra rοtlllldijolia・

c) Fen vegetation: The Phragmitetum oseanum These two groups seem to reflect the habitat‘ 

(incl. :Z soc.) environmental graclient from wet palces to less wet 

d) Forest communities: The Ledo-Piceetum and moist palces in the Mire， in descending order 

glehnii， nom. nov. (incl. :Z soc.) from the日rstto the second 

6. 1n this Mire， these assoじiation5with excepー 8. As a result of the present studies a remarkable 

tion of the Ledo-Piceetum are substantially ar- scarcity of species composing each community， a 

ran延町 mosaicand form various typ出 ofcommunity marked development of the Care.L' lilllosa community 

complexes. These complex出 canbe listecl as pond and the presence of alpine plant such as G山川

complex， regeneration complex， stagnation or ero- telltatetalulIl were seen. Thus， the authors are 01 

sion complex and margin complex. Among these， the opinion that UKI]IMA Mire has characteristics 01 

physio記nomicallythe most prevalent complex is the a boreal upland bog vegetation as compared against 

regeneratlOnじomplexwhich is repres 



伊藤 ・梅沢 Plate 1 

Photo 1. The bog v巴g巴tationof Ukijima 

Photo 2. A regeneration complex with alignment arrangement of pool5 



Plate II 。トj接 ・仰沢

Photo 3. 1¥ regen巴ralioncomplcx、，¥'ilha Illosaic of comlllunilies. 

Photo 4. Alignlllcnl arrangemenl of pools 



伊藤・梅沢

Photo 5. 1、heNymphaeetum tetragonae. 

Photo 6. The PotamogetoJl jiyeri A出 ociationwith 

Lysichitoll call1tschatceJlse. 

Plate III 



Plate IV 伊藤 ・梅沢

. " ... i ' .  . ，Jでーでーすで万つC，~"f"， ':t\~ . 
ーI.:l
ス・

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園 == << ・・・ELM r1FJJrJ J d吋『司・・・・・
圃圃-知市川 べ工11'司・
F付;匂..ιちゃ- ;71t¥二圃圃園圃・・

ーーーー-議錬都内ヤれず胃・・・・・・・・田・・'γ-ヤプ弓 ι ーふBIl2iIふ ¥J・-・・・圃.，dfJfィμ -¥1割 け 同 .おお.命噌命~仇官町川イイ..  いぺ... バ汗1守廿?戸γ川111仁.で-一e二.. トト5¥予Iアμμ有--、 L ‘ 心、 干忠ιタ略紘も、~ .. 目
戸ι中-υν!ヴI五.戸午λνI一ふiιJιι:〆;ユ.タ.べ..  品以11J必品以1溢仏叫.μιι.ωIぐι{ぐ込?三.トhよ川川川I什吋11プ♂ず土寸j汚吟ιj戸号汗f心シI
- ¥♂¥、♂.ぺ可.τ!求ど拘同隙同同I二I圃:圃圃圃
一一一一一一一一 一、 ...  ~w;~~再よ.. 'FC ・・-r iLJ 3/Jf:¥市.司J.川 ..竺;誌1悩本?!ja--

令、m

、y・
Photo 7. The stagnatiun complex; The G・ellllt-CladωliaAssociatiun 

Photo 8. ditto， (in a rainy day) 



伊藤 ・仰沢 Plate V 

Photo 9. The Caric巴lumlimosae and lhe Sphagnelum papillosi 

Phoro 10. The Sch巴uchzerio-Rhynchosporelumalbae boreale 



Plate VI 伊藤 ・梅沢

Photo 11. The Caricetum limosae. 

Photo 12. “Ukijima" or a soating islet on a pond. 



伊藤・梅沢 Plate VII 

Photo 13. The Ledlllllρ。IlIs/re var. di'ucrsiti[o川 11/ facies 

Photo 14. Th巴 Myricιgalevar. /OIIl('Il/osa facies. 



Plate VIII 伊藤 ・仰沢

Photo 15. A PiCl!a g/ehnIl stancl on lhe bog vegetation 

Photo 16. The Phragmilctum oseanum 


